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相
次
ぐ
選
択
議
定
書
批
准
求
め
る
声

功
を
奏
し
た
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

第
2
9回
国
連
女
性
差
別
撤

廃
委
員
会
（
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ

Ｗ
）

に

お
け

る
日

本
レ

ポ
ー
ト
審

議
に

あ
た
り
、
坂
東
真
理
子

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
長

以

下
皿

名

の

政

府

代

表

団

と
、
日

本
女
性
差
別
撤
廃
条

約
Ｎ
Ｇ
Ｏ

ネ

ッ

ト

フ

ー

ク

（
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ

）
に
参
加
す
る

1
6団
体
5
6名
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

メ
ン

国
際
女
性
の
地
位
協
会
会
員

大
石

由
紀

が
・
Ｉ
が
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
国

連
本

部
を
訪
れ
た
。

７
月
８
日
の

本
審
議
に
先

立
ち

、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ

は
、
日
本

政
府

が
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ

に
提
出

し
た
レ

ポ
ー
ト

に
盛
り
込
ま

れ
て
い

な
い

問
題
を
、
２

度

に
わ
た
り

合
同
で

直
接
委
員

に
訴
え

た
。
７

日
午
後
５
時

か
ら
１

時
間
行
わ
れ
た
Ｃ
Ｅ

J  NNC 主宰で開いた
に具体的に訴えた。

内
閣
府

Ｄ

Ａ

Ｗ

設

置

の

Ｎ

Ｇ

Ｏ

と

の

非

公

式

会

議

で

は

、

今

会

期

２

週

目

に

審

議

さ

れ

る

他

の

４

力

国

か

ら

の

Ｎ

Ｇ

Ｏ

と

並

ん

で

行

っ
た

ス

ピ

ー

チ

に

加

え

、

Ｊ

Ｎ

Ｎ

Ｃ

は

、

粘

り

強

い

交

渉

の

末

、

単

独
で

委

員

と

の

ラ

ン

チ

タ

イ

ム

ー
ブ

リ

ー

フ

ィ

ン

グ

を

実

現

さ

せ

た

。こ

の

ブ

リ

ー

フ

ィ

ン

グ

は

、

７

日

の

午

後
２

時

か

ら

１

時

間
に

わ

た

り

国

連

第
６

会

議

室
で

行

わ

れ

た

。

昼

休

み

の

時

間

を

さ

い
て

、
1
1
1
1

一
名

も

の

委

員

が

出

席

す

る

中

、

Ｊ

Ｎ

Ｎ

Ｃ

に

参

加

す

る

Ｎ

Ｇ

Ｏ

が

個

々
の

問

題

を

よ

り

具

体

的

に

訴

え

た

。
こ

の

席

上

、

委

員

た

ち

は

、

日

本

に

お
い

て

女

性

た

ち

が

置

か

れ

て

い

る

実

情

に

一

段

と

理

解

を
深

め

、

多

く

の

質

問

を

活
活 動ロ ビ ー

府
・
1
5年
度
版
男
女

協
同

白

書
の
国
際
比
較
（
７
力
国
）

を

紹

介

し

つ

つ

、
「
日

本

は
、
制
度
的
に
は
大
き
く

変

わ
っ
た
が
、
罰
則

が
な
い
の

で

実
態
は
変
わ
ら
な
い

。
女

性

も

卮

が

が

ま

ん

す

れ

ド

と
、
夫
と
正
面

か
ら

対

峙
せ

ず
、
夫

を
真
綿
で

締
め

る
よ

う
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル

す

る
こ
と
に
安
心
・
満
足

感
を

発
に
提
示
し

、
本

審
議
に

備

え
て

い
た
。

８

日
の
本
審
議
は

午
前
1
0

時
か
ら
国
連

第
２

会
議
場
で

開
か
れ
、
約
3
0分
に

わ
た

る

内
閣
府
男
女

共
同

参
画
局
坂

東
局
長
の
日

本
政
府
報
告
の

後
、
各
委
員

か
ら
の

質
問
と

政
府
回
答

が
行
わ

れ
た
。
審

議
で
は
、
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ

か
ら
事

前
に
提
出

さ
れ
て
い

た
Ｎ
Ｇ

Ｏ

レ

ポ
ー
ト

や
、
前
日
の
ブ

リ

ー
フ

ィ
ン

グ
と

非
公
式
会

議
で
の
情

報
交
換
を
い
か
し

て

、
委
員
た

ち
か
ら
日
本
政

府
に
対
し
て

合
計
２
０
０

以

上
に

も
お
よ

ぶ
鋭
い
質
問
や

意
見

が
相
次
い

だ
。

中

で

も

注

目

さ

れ

る

の

は

、
「
経
済
的
先
進
国
で
Ｇ

８
の
メ
ン

バ
ー
で

も
あ
り
、

途
上

国
に

比

べ
て

予
算
額
も

大
き
い
日

本
が
、
女
性
の
地

位

向
上

を
進
め
る
政
策
に
関

し
て

、
経
済
的
発
展
と
比

べ

て
非

常
に

遅
い
こ

と
に
関
し

て

衝
撃

を
受

け
て

い

る
」
。

「
日

本
政
府
の
施
策
に
対
し

て
フ
ラ
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン

を

感
じ

る
」
な
ど
、
日
本
に
お

け
る

女
性
の
地
位
向
上
の

進

展
の

遅
さ
へ
の
懸
念

が
示

さ

れ
、

「
国
内
の
コ

ン
セ
ン
サ

持
っ
て
い

る
」
と

、
制
度
の

欠
陥
、
女
性
の
意
識
に
つ
い

て

指
摘
。

国
連
婦
人
の
地
位

員
会
日

本
代
表
の
活
動
を
通
し
て

発

言
し

た
目
黒
依
子
（
上
智
大

教
授
）
さ
ん
は
、

「
4
7回

国

連
婦
人
の
地
位
委
員

会
の
（

イ

ー
レ

ベ
ル

円

卓

会

議

で

は
、
多
く
の
国
で

は
ナ
シ

ョ

ナ
ル

ー
マ
シ
ナ
リ

ー
（
女

性

ス

を
待
つ
の
で
は
な
く
、
法

が
社
会
を
変
え
て

い
け
る
の

で

あ
る
。
条
約
は
社
会
シ
ス

テ

ム
と
慣
行
を
変
え
る
力
を

持
つ
も
の
で
あ
り
、
政
府
は

そ
の
主
導
権
を
握
る

べ
き
で

あ
る
」
な
ど
と
し
て
、
締
約

国
義
務
の
迅
速
な
施
行
の
必

要
性

が
多
く
の
委
員
か
ら

提

起
さ
れ
た
点
て
あ
る
。

具
体
的
問
題
と
し
て
は

。

「
報
告
書
に
は
、
マ
イ
ノ
リ

テ

ィ

ー
女
性
に
関
す
る
統

計

が

欠
け
て
い
る
」
、
「
コ

ー
ス

別
人
事
お
よ

び
パ

ー
ト

タ
イ

ム

労

働

は

間

接

差
別

で

あ

る
」
、
「
民
法

改
正
は

条
約
の

倥

Ｅ
に
合

致
す
る

。
非

嫡
出

子

と
嫡
出
子
を
区
別
す
る
こ

と

は
条
約
違
反
で
あ
り

、
世

論
の
判
断
を
仰
ぐ
こ
と
で

は

な
い
」
、
「
国
内
法
で
レ
イ

プ

の

量
刑
が
強
盗
犯
よ
り

軽
い

の

は
な

ぜ
か
？
」

な
ど

、
Ｎ

Ｇ
Ｏ

が
訴
え
た

問
題

を
直
接

反
映
し
た
質
問

が
次
々

と
提

示
さ
れ
た
。
ま
た

、
個
人
通

報
制
度
を
内
容
と

す
る

選
択

議
定
書
に
つ
い
て
は

、
議
長

女
性
差
別
撤
廃
条
約

女

性

差
別

撤

廃

条

約

は

、
工
９
７
９
年
国

連
総

会
で

採
択
。
日
本
は

、
１

９
８
５

年

に

批

准
。
現

在

、
締
約
国
は

、
１
７
４

か
国

。
締
約
国
は

、
そ
の

国
の

条
約
の

実
施
状
況
に

つ
い
て

、
４

年
に
工

回
、

報
告
す
る
義
務
が
あ
る
。

審
議
後
、
各
国
に

は
「
最

終
コ

メ
ン
ト
」（
勧
告
）
が

示

さ
れ
る
。
日

本
は
、
こ

の
地

位
向
上
を
進
め
る
国
内

本
部
機
構
）
が
強
化
さ
れ
た

こ

と
が
浮
か
び
上
が
っ
た
」

と

紹
介
し

、
「
日

本
の
ナ
シ

ョ
ナ
ル

ー
マ
シ
ナ
リ

ー
も
、

形

と
し

て

は

出

来

た
。
次

に

、
そ

れ

を

ど

う

勵

か

す

か
、
女
性
た
ち
の
、
個
々
の

団

体
の

具

体

的
戦

略

が

必

要
」
。
今
こ

そ
、
女
性
た
ち

が

政
府
を
リ
ー
ド
し
て

い
く
戦

れ
ま
で

に
５
回
政

府
レ

ポ

ー
ト
を
提
出

。
今
回

審
議

さ
れ
た
の
は

、
9
8年
の

第

４

次
、
２
０
０
２

年
第
５

次
レ

ポ
ー
ト

が
対

象
で

、

９

年
ぶ
り

。
条
約
の

実
効

性
を
確
保

す
る
た

め
、
9
9

年
、
女
性

差
別

を
直
接
委

員
会
に
通

報
で

き
る
制
度

を

定

め

た
「
選

択

議

定

書
」

が

国

連
で

採

択

さ

れ
、
7
5力

国
が
署
名
、
5
2

略

を
立
て
よ

、
と
言
う
。

「
韓
国
は

政
府
主
導
で

進

ん
だ
面

が
多
い

が
、
日

本
政

府
の
イ
ン

パ
ク
ト

は
弱
い
」

と
韓
国
人
の

柳
赫
秀
（
横
浜

国

立
大

教
授
）
さ
ん
は
、
両

国

を
対
比

。
「
２
０
２
０

年

ま
で
に

指
導
的
な
立
場
の
女

性

を
３
０
％
に

な
ど
、
日
本

政
府
は

悠
長
。
市
民
レ

ベ
ル

で
は

、
マ
ス
コ
ミ

が
も

っ
と

協
力

す
べ
き
だ
。
も
う
ひ
と

つ
は

、
や
た
ら
広
報
誌
は
あ

る

が
、
思
い

を
き
ち
ん
と

議

論

す
る

場
が
な
い
」
と
指

摘

審 議 直 後 の記 者 会 見

の
冒
頭
発
言
か
ら
締
め
く
く

り
の
言
葉
ま
で

一
貫
し
て

各

委
員
か
ら
そ
の
批
准
を

求
め

る
声
が
相
次
い
だ

。

な
お
、
Ｊ
Ｎ

Ｎ
Ｃ
は

、
報

告
会
を
全
国
各
地
で
開
催

す

る
。
帰
国
報
告
会
を
、
７
月

2
2日
㈹
1
8時
3
0分
か
ら

、
中

央
大
学
市
ケ
谷
キ

ャ
ン
パ
ス

で

開
催
す
る
の
で

、
多

く
の

方
の
参
加
を
歓
迎

す
る

。

力
国
が
批
准
し
て
い
る

。

日
本
は
、
未
批

准
。

レ

ポ
ー
ト
を

審
議
す
る

女
性
差
別
撤
廃

委
員

会
に

は
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ

が
独
自
の
レ

ポ
ー
ト
を
提
出

す
る
こ
と

が
で

き
、
審
議
過
程
で

、

公
式
に
２
回
発
言
の

機
会

が
あ
る

。
今
回
の

審
議
に

あ
た
り

、
委
員

会
の

会
期

前
作
業

部
会
で

は

、
日

本

政
府
レ

ポ
ー
ト
に
対
し
3
1

項
目
の
質

問
事
項
が
出
さ

れ
て

い
た

。

し
た

。

最
後
に

、
目
黒
さ
ん
は
。

「
と
に
か

く
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・

エ
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
ト
の

周
知

度

が
低
い

。
そ

れ
は
、
こ

う

し
た
も
の
に
関

わ
っ
て

い
る

私
た
ち
の

責
任
で

も
あ
る
」

と
反

省
の

言
葉
で

締
め
た
。

IHIに
に

Ｉ川
め

Ｉ－川

な

し・

㈹

７

川
劃
川

幽叫

丶
|安撰 隍 丿 紜t撹14yl
畄

刀

―
－－

日本、カナダ、ドイツ、アメリカの取り組み

職
場
に
お
け
る
男
女
差
別

は
、
世
界
共
通
の
問
題
。
６

月
2
4日

、
カ
ナ
ダ
大
使
館
（
東

京
・
赤
坂
）
で

開
か
れ
た
国

際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

「
女

性
・

し
こ
と
・
法
律

・
男
女
平
等

な
労
働
環
境
を
つ
く
る
た
め

に
～
日

本
、
カ
ナ
ダ

、
ド
イ

ツ

、
ア
メ
リ
カ
の
取
り

組
み

～
」
で

は
、

「
働
く
女

性
」

ニ
ュ
ー
ス

／
｀
り
つ
ぷ

・

産
ん
だ
人
が
、
法
的
実
母

法
制
案
・
生
殖
補
助
医
療
関

連
親
子
法
制
部
会
は
1
5日
、
不

妊
治
療
で
生
ま
れ
た
子
の
法
的

親
子
関
係
を
定
め
る
民
法
特
例

要

綱
の

中
間
試
案
を
ま
と
め

た
。
卵
子
提
供
者
で
は
な
く
、

出
産
し
た
女
性
を
実
に
と
す
る

な
ど
、
血
縁
の
な
い
実
親
子
関

係
を
定
め
て
い
る
。

・

土
屋
埼
玉
県
知
事
、
辞
任

土
屋
義
彦
埼
玉
県
知
事
は
、

娘
の
政
治
資
金
規
制
法
違
反
、

逮
捕
で
引
責
辞
職
。

・

長
崎
男
児
殺
害
事
件
で
1
2

歳
の
少
年
が
補
導

長
崎
市
の
４
歳
の
少
年
誘
拐

殺
人
事
件
で
、
同
市
内
の
中
学

一
年
の
少
年

が
殺
害

を
認
め

た
。
誘
拐
の
目
的
は
、
い
た
ず

ら
。
騒
が
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
殺
害
。

・

女
性
の
寿
命
8
5歳
突
破

厚
労
省
が
発
表
し
た
２
０
０

２

年
簡
易
生
命
表
で
、
日
本
人

の
平
均
寿
命
は
女
性
が
8
5・
2
3

歳
、
男

性

が
7
8・
3
2歳

と

な

り
、
３
年
連
続
で
過
去
最
高
を

更
新
。
女
性
は
世
界
１
位
、
男

性
は
香
港
に
次
ぎ
２
位
。

・

鴻
池
担
当
相
「
打
ち
首
」

暴
言長
崎
男
児
殺
害
事
件
で
、
鴻

池
祥
肇
防
災
担
当
大
臣
が
「
加

害
者
の
親
は
打
ち
首
－

市
中
引

き
回
し
Ｉ
」
の
暴
言
。
加
害
者

の
親
へ
の
配
慮
を
欠
い
た
発
言

と
し
て

問
題
に
。
1
5日
、
衆
院

青
少
年
特
別
委
野
党
４
党
委
員

４
人
が
、
発
言
の
撤
回
と
謝
罪

求
め
抗
議
。

・

都

立
・
中

高

一
貫

校
で

「
才
能
教
育
」

恵

呆
都
で
２
０
０
５
年
度
か

ら
設
置
の
中
高
一
貫
校
で
、
英

検
、
漢
検
上
位
取
得
者
な
ど
の

働
く
女
性
に
焦
点

に
焦

点
を
当
て

、
４

力
国
の

事
例

を
比

較
し

な
が
ら
、
不

安
定

な
経
済
状
況

が
女
性
の

雇
用

機
会
に

も
た
ら
し

た
影

響
、
男
女
平

等
な
社
会
を
築

く
た

め
に

果
た

す
法
律
の
役

割
な

ど
に
つ
い
て

意
見
交
換

を

行

な

っ

た

呈

催
凵
ア

ジ
ア

財
団

、
フ
リ

ー
ド
リ
ヒ

ー
エ

ー
ベ
ル
ト

財
団

、
カ
ナ

ダ
大

使
館
）
。

シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
堀
内

光
子
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ

ジ
ェ
ン

ダ
ー

特
別
ア

ド
バ
イ

ザ
ー
、
駐
日

代

表
）
さ
ん
が
モ

デ
レ

ー
タ

ー
で

、
労
働
市
場
の
変
化
と

子
ど
も

を
優

先
的
に

受
け
入
れ

る
特
別

枠
を

設
け
る

方
針
。

全

国
初
の

試
み

だ
が
、

受
験
競

争

激
化
の

疑

念
も
Ｉ

。

・

性
同

一
性
障
害

法
成

立

性

同

一

性

障

害

の

人

た
ち

が

、
戸
籍
上
の

性
別

を
変
更
で

き

る
特
例

法
が
1
0日

、
衆

院
本

会

議
で

全

会
一
致
で
可

決

。

・

民
主

・
祝
日
法

改
正

案
に

賛

成
を
決

定

民

主
党
は

、
４

月
2
9日

を
「
昭

和
の
日

」
に

す
る

祝
日
法

改
正

案
に

対
し

賛
成
を
決

定
。
３

年

前
に

は
、
反

対
し
て
い

た

。

・

拘

留

中
で
も
１
９

７
０

万

円

″
］
あ
っ
せ

ん
収

賄
な
ど
の

罪
で

拘
留
中
の

鈴
木
宗

男
衆

議
に
、

昨
年
、
約
１

９
７
０

万
円

の
所

得
が

が
働

か
な
く
て

も

、
歳
費

や

ボ
ー
ナ
ス

が
満

額
支

給
。

・

Ｇ
Ｅ
Ｍ

４４

位
に
＝
・

２

０
０
３

年
人

間

開
発
白
書

で

、
日

本
の

ジ
ェ
ン

ダ
ー
エ
ン

パ
ワ
メ
ン

ト

指
数
は
3
2
位
か
ら

4
4位
に

ダ
ウ
ン

。

女
性
の
雇
用
≒

男
女
平
等
と

法
律
の
役
割
」
の
二
つ

の
パ

ネ
ル
で

各
国
の
専
門
家

が
話

し
、
フ

ロ
ア

と
の
質
疑
を
行

な
っ
た
。

パ
ネ
ル

ー
「
労
働
市
場
－

―
」
で

は
、
根
強
い
性
別
役

割
分
担
意
識
で

働
く
日
本
、

ド
イ
ツ

の
女
性
の
状
況

が
大

沢
真
知
子
（
日
本
女
子
大
教

授
）
さ
ん
、
ク
リ
ス
テ

ィ
ー

ネ

ー
ベ
ル

ク
マ
ン
（
独
・
前

家
族
・
高
齢
者
女
性
・

青
少

年
担
当
連
邦
大
臣
）
さ
ん

が

報
告
。
さ
ら
に
世
界
的
な
会

計
事
務
所
と
し
て

知
ら

れ
る

デ
ロ
イ
ト
＆
ト
ウ
シ
ュ
で

成

功
し
た
女
性
の
雇
用
維

持
と

昇
進
の
た
め
の
「
女
性
イ
ニ

シ
ア
チ

ブ
」
に
つ
い
て
ト
レ

ー
シ

ー
・
エ
ド
ワ

ー
ズ
（

デ

ロ
イ
ト
＆
ト
ウ

シ
ュ
　

ア

ジ

ア

ー
パ

シ
フ

ィ
ッ
ク
地
区

経

営
パ

ー
ト
ナ

ー
）
さ
ん
か
ら

興
味
深
い
話
を
聞
い
た

。

デ
ロ

イ

ト
＆

ト

ウ

シ

ュ

は
、
か
つ
て

男
女
の

採
用

数

は
同
じ
な
の
に

、
女

性
の

離

職
率
が
高
か

っ
た

。
飲
み
会

の
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
か
ら
は
女

性
は
排
除
さ
れ

る

典
型

的

は

男

社

会
の

職

場
。
女
性
の

離
職
は

、
男
性

社
会
で

昇
進
が
限
ら

れ
て
お

り
、
仕
事
と

家
庭
の
両

立
が

難
く
、
転
職

す
る
た

め
だ
っ

た
。
転
職
は
、
会
社
に

と
っ

て

不
経
済
で

あ
り
、
ベ
テ
ラ

ン
の

社
員
を
失
う
こ

と
は
、

会
社
の
損
益
に
も
か
か
お
る

と
し
て

、
２
０
０
０

年
を
め

ど
に
行
動
計
画
9
3年
、
「
女

性

イ

ニ

シ

ア

チ

ブ
」

を

発

足
。
と
同
時
に

「
女
性
の
昇

進
に
関
す
る
評
議
会
」
を
設

立
し
、
女
性
の
昇
進
に
と
っ

て

の
障
害
、
男
女
に
共
通
す

る
仕
事
、
人
生
問
題
、
男
性

支
配
環
境
に
つ
い
て

の
問
題

提
起
を
し
て

い

っ
た
。
中
で

も
、
性
差
認
識
ワ

ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
、
男
女

が
同
じ
同
僚

で
あ
る
と
い
う
認
識
を
高
め

る
な
ど
、
問
題
を
意
識
化
し

た
こ
と
で
、
社
内
が
ぐ

っ
と

変
わ

っ
た
と
い
う
。
イ
ニ
シ

ア
チ

ブ
発
足
後
、
昇
進
す
る

女
性

が
急
増
、
女
性
パ
ー
ト

ナ
ー
任
用
率
は
、
2
8％

に
も

高
ま

っ
た
と
い
う
。
同
社
で

は
、
現

在
の
数
値
は
、
ま
だ

不
十
分
で
あ
る
と
し
て

「
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン
２
０
０
５
」
を
ス

タ
ー
ト

さ
せ
た

。
女
性
の
昇

進
が
、
新
し
い

事
業
に
必
須

と

し

て

、
さ

ら

に
、
女

性

が
、
均

整
の
取

れ
た

進
出
を

し

、
重
要
な
り
Ｉ

ダ
ー
シ
ッ

プ
を
手
に
し

、
顧
客
サ

ー
ビ

ス
職

務
を
果
た

す
こ
と

を
目

指
す
と
い

う
。「
や
る

気
が
あ

れ
ば
、達

成
で
き
る

」と
エ
ド

ワ

ー
ズ
さ
ん
は

結
ん

だ
。

【
訂
正
】

７

月
1
0日
号
１
面

、
「
神

奈
川

県
大
磯
町

女
性
議
員
5
0

％
に

」
で

、
議
員
名
の

表
の

秋
内
恵
美
子

は
「
竹
内
恵
美

子
」

さ
ん
に

訂
正

。

（

７
何
四
が

・
・
・

病
院
の
同
室

者
は
、
み

な
見

舞
客
が
多
い
。

家

族

が

お

ら

ず
、
独
り
暮
ら

し
と
い
う
お
ば

あ
さ
ん
も
、
近

所
の
人
が
入
れ

か
わ
り

立
ち
か
わ
り
来
て
い

る
。
ま

だ
こ
ん
な
地
域

が
残

っ
て
い
る
の
か
と
思
う
と
、

心
温
ま
る
▼
毎
日
、
必
ず
妻

の

も
と

を
訪
れ
る
男
性
。「
私

は
糖
尿
病
で
苦
し
み
、
妻
に

3
0年
、
食
事

管
理
を
し
て
も

ら
っ
た

。
今
度
は
私
か

が
ん

ば
っ
て

妻
を
支
え
な
い
と
」
。

そ
ん
な
に

毎
日

来
な
く
て
も

い
い

と
遠
慮
す
る
妻
に

、
毎

日

顔
を
見
な
い
と
却

っ
て
落

ち
つ

か
な
い
よ
と

、
面
会
時

間
が
終
る
ま
で

会
話

が
続
い

て
い

る
。
「
身
勝
手
男
」

が

多
い

と

言

わ

れ

る

世
代

だ

が
、
こ

ん
な
夫
妻
も
あ
る
、

い
い

な
と
思
う
▼
そ

れ
に
し

て

も
女
性
の

話
を
聞

く
と
、

も
う
少
し

早
く
医

者
の
も
と

を
訪
れ
て
い
た

ら
な

、
と
思

う
話
ば
か
り

だ
。
「
疲
れ
る

と
思
っ
だ
け
ど
、
歳
の
せ
い

と
思
っ
て
い

ま
し
た

。
元
気

で
暮
ら
し
て
い

た
し

、
主
婦

が
健
康
診
断
を
受
け

る
こ
と

な
ん
て

な
い
で

す
も
の

」
。あ

ま
り
ひ
ど
く
な
り
、
訪
れ
た

と
こ
ろ

「
即
入
院
」
と
な
っ

た
▼
夫
は
会
社
で

定
期
検
診

を
受
け
て
も
、
専
業
主
婦
は

無

縁

の

世

界
。

が
ん

ば

っ

て
、
辛
抱
し
き
れ
な
く
な
っ

て
病
院
に
来
た
ら
大
変
な
状

態
に
な

っ
て

い
た
と
い
う
こ

と

が
多
い
よ
う
だ
▼

私
の
場

合
、
年
に
２

回
、
き
ち
ん
と

定
期
検
診
を
受
け
て

い
て

、

も
ち
ろ
ん
そ
れ
で
、
病
気
の

発
生
を
防
げ
た
わ
け
で

は
な

い

が
、
こ
の
検
診
の
デ
ー
タ

が
か
な
り
役
立

っ
た
面
が
あ

っ
た

。
「
女
と
健
康
」
の
問

題
を

考
え
て
し
ま
っ
た
。

庶

民
の
立

場
に
た
っ
て
ル
ポ
す

る
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
Ｄ
Ｄ
」
。

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
　

毎

週
火
曜

日
2
5
時
5
0
分

～

こ
の
他

、２
時

間
ス
ペ
シ
ャ
ル
、Ｂ
Ｓ
Ｉ
な
ど
に
も
制
作

。

現

代

セ

ン

タ

ー

代

表

吉

永
　

春

子
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人
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譖
る
「
不
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Ｉ
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で
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全

長 野 県 議 会

「
日

本
は
Ｈ
Ｄ
Ｉ

（
人
間

開
発
指

数
）

が
世
界
９

位
と

高
い
水

準
に

あ
り

な
が
ら
、

Ｇ
Ｅ
Ｍ
（

ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
エ

ン

パ

ワ

ー

メ

ン

ト

指

数
凵

女
性
の

経
済

・
政
治
参
加
、

意
思

決
定
の

参
加
度
）
が
3
2

位
と
低
い
の

は
な
ぜ
か
」（
0
3

年
は
4
4
位
）

６
月
2
4日

、
男
女
共
同
参

画

週

間
の

中

央

行

事

と

し

て

、
東
京
厚

生
年
金
会
館
で

開
か

れ
た
全
国
会
議
で

の
シ

ン

ポ
ジ
ウ
ム

、
「
男
女

共
同

参
画
を
考
え
る
～
変

わ
っ
た

国
、
変
わ
ら
な
い
国
　
2
0
年

の
変
化
～
」
で

、
コ

ー
デ
ィ

ネ
ー

タ
ー
の

奥
山
明

良
（

成

城
大
教

授
）

さ
ん
は

パ
ネ
リ

ス
ト
に

問
い

か
け
た

。

袖
井

孝
子
（

お
茶
の
水
女

子
大

教
授
）

さ
ん
は
、
内
閣

長

野

県

議

会

は
一
1
1
1
1

一
日

の

本

会

議
で

、
田

中

康

夫

知

事

が

提

案

し

た

人

事

委

員

、

監

査

委

員

、

教
育

委

員

、

公

安

委

員
の

人

事
７

件

に

つ

い

て

採

決

。

監

査

委

員
に

、

「
女

性||さ ん樽J

議
員
を
ふ

や
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
　

調

べ
囗
。

ク
『
し

な
の
』
」
会
長
の
樽
川
　
　

樽

川

さ

ん

は
１
９
８
３

通
子

さ
ん
が
、
全
会
一

致
で
　

年
、
女
性
た

ち
に
推
さ
れ
て

同
意
さ
れ
た
。
長
野
県
で

Ｉ
　
下
諏

訪
町
議
に
立
候
補
、
当

般
か
ら
の
、
女
性
の
監

査
委
　

選
。
9
9年
に
引
退
す
る
ま
で

員
は
初
め
て

。
全
国
的
に
も
　

４

期
1
6年
務
め
た
。
女
性
、

女

性
の

監

査

委

員
は

少
な
　

福
祉
、
教
育
問
題
か
ら
、
商

く
、
都
道
府
県
は
１

８
８
名
　

エ

、
観
光
、
建
設
な
ど
、
政

の
う
ち
女
性
皿
名
（
７
・
４
　

治
の

根
幹
を
押
さ
え
る
た
め

％

）
、
指
定
都
市
4
8名
の

う
ち
　

に
必
要

な
経
済
関
係
に
と

、

４

名
（

８

・
３

％

）

凵
肘
　

幅
広
い

分
野
で

活
躍
。
女
性

年
３

月
3
1日
現
在
・
内
閣

府
　
で

長
野
県
初
の
副
議
長
に
も

一
般
女
性
か
ら
初
め
て

就
任
し
て
い
る

。

一
方
、
市

民
活
動

に
も
精

力
的
に
取
り

組
み

、
9
6年
に

は

、
「
女

性
議
員
を
ふ

や
す

ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
『
し

な
の
』
」

を

立
ち
上

げ
た
。
そ
の
中
に

議

員
の

育
成
・
こ

れ
か
ら
立

候

補

す

る

人

達

の

学

習

の

場

、
『
し

な
の
学
校
』
を
設

置

。
9
9年
に

「
全
国
女
性
議

員
サ
ミ

ッ
ト

」
を
長
野
市
で

開
催
。
こ
の
４

月
の
統
一
地

方
選
で
は

、

『
し

な
の
』
の

会
員
か
ら

県
議
５

名
、
市
町

村
議
4
6名

を
当
選

さ
せ

る
快

挙
を

成
し

遂
げ
た

。

議
員
と
市

民
活

動
で

培
っ

た
幅
広
い

知
識
、
常
に
中
立

で

権
力
に

屈
し

な
い
姿
勢
の

樽
川

さ
ん
に

、
白
羽
の
矢
を

と

長

野
の

男

性
た

ち

は

言

い

、
県
内
各
層
か
ら
数
多
く

の
エ
ー
ル

が
届
い
て
い
る
と

言
う
。
「
市
民
の
目
線
を
失
わ

な

い
監
査
委
員
で
あ
り
た
い
」

と
言
う
樽
川
さ
ん
は

「
従

来

は
、
県
職
Ｏ
Ｂ
、
首
長
経

験

者
な
ど
、
執
行
者
の
立
場
に

立
て

た
田
中

知
事
に
、
「
い
　

あ
っ
た
人

を
起
用

す
る

慣
行

い
と
こ
ろ
に

目
を
付
け
た
」
　

の
中
に
あ

っ
て
、
市
井
の

主

婦
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
の

意

義
を
重
く
受
け
止
め
、
県
民

益
の
た

め
に
、
全
力
を

傾
け

た
い

と
考
え
て

い
ま
す

。
7
4

歳
と
い

う
年
齢
に
は

、
少
し

重
す
ぎ
る
役
目
だ
と

若
干
の

た

め
ら

い

は

あ

り

ま
し

た

が
、
今
ど
き
7
4歳
は

『
ま

さ

に
女
盛
り
』
と

、
自
分
に

納

得
さ
せ

ま
し
た
」
と
語

る
。

鬪

几
言

難
　

自
治
体
の
「
台
所
Ｌ
を
監
査
す
る
委
員

監
査
委
員
は
、
知
事
の
指

揮

監
督
に

服
さ
ず
、
知
事
か

ら
独

立
し

た
立
場
で

、
関
係

機
関
に

お
け
る
「
財
務
に
関

す
る
事
務
の

執
行
」（

収
入

、

支
出
、

契
約
、
現

金
等
の

出

納

保
管

、
財
産
管
理
の

事
務

等
の
執
行

）
や

「
経
営
に

か

か
る
事
業
の
管

理
」
が
適
性

に

行

わ

れ
て

い

る

か

を

監

査
。
い
わ

ゆ
る

自
治
体
の
台

所
を
監
査

す
る

委
員
。
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化対

出
塗

か
ら
選
り
鑛
け
を
継

め

で

子少の
求 め られ る立法府 での

「婚外子差別 」の撤廃!

 

日人
権
鎖
国

出
生
差
別
の
法
改
正
を
求
め
る
女
た
ち
の
会

「少
子
化
対
策
」
と

「次

世
代
育
成
支
援
対
策
」
、お
よ

ひ
こ
れ
を
包
括
す
る

「社
会

対
策
」
の
諸
法
か
、
会
期
末

を
目
前
に
国
会
で
可
決
し
、

「母
子
家
庭
の
母
の
就
業
の

支
援
法
」
も
、
時
限
立
法
と

し
て
17
日
に
成
立
、
8
月
中

に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。出
産
と
子
育
て
が
女
性
の

評
価
基
準
だ
と
の
主
張
や
、

強
か
ん
す
る
男
に
共
感
を
現

す
前
総
理
や
官
房
長
官
ら
の

発
言
が
相
次
く
中
で
行
わ
れ

た

「少
子
化
」
審
議
を
、
参

激

議
院
の
内
閣
委
員
会
の
傍
聴

を
通
し
て
見
つ
め
た
。

「少
子
化
社
会
対
策
基
本

法
」
の
前
文
に
は
、

「子
ど

も
が
ひ
と
し
く
心
身
と
も
に

健
や
か
に
育
ち
、
子
ど
も
を

生
み
育
て
る
も
の
か
真
に
誇

り
と
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
社
会
を
実
現
」
と
い

う
理
念
が
述

べ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
日
本
は
い
ま

だ
に
非
婚
の
母
と
子
へ
の
差

別
を
合
法
化
し
、
そ
れ
を
肯

定
し
て
い
る
の
が
国
会
で
あ

り
、
自
民
党
で
あ
る
。

理
念
に
反
す
る
現
状
を
改

欝

ベ サ

㍉ぜ

鍵

富
沢

め
る
必
要
性
を
確
認
し
、
婚

外
子
へ
の
差
別
撤
廃
の
取
り

組
み
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
た
。

婚
外
子
差
別
を
な
く
す
た

め
に
活
動
を
し
て
い
る
4
団

体
は
8
日
、

「女
性
に
と
っ

て
、
子
ど
も
は
す
べ
て
平
等

で
す
ー
」
と
表
題
を
つ
け
、

次
の
4
項
目
の
要
望
書
を
、

参
議
院
議
長
を
は
じ
め
内
閣

委
員
会
の
各
委
員
に
手
渡
し

た
。①
出
生
か
ら
選
り
分
け
を

や
め
、
戸
籍
の
続
柄
差
別
の

撤
廃
。
②
相
続
差
別
を
廃
止

し
、
平
等
に
。
③
婚
姻
し
て

い
る
か
、
否
か
に
関
わ
ら

ず
、
親
と
し
て
、
同
一
の
権

由
子

が
見
送
ら
れ
た
の
と
同
じ

く
、
与
党
に
反
対
意
見
が
多

い
と
い
う
の
が
理
由
で
あ
っ

た
。昨
年
10
月
、
松
原
市
の
市

立
幼
稚
園
教
諭
の
女
駐
が
事

実
婚
で
の
妊
娠
に
対
し
、
園

長
か
ら
中
絶
を
勧
め
ら
れ
、

さ
ら
に
解
雇
さ
れ
た
こ
と
を

訴
え
、
大
阪
高
裁
で
和
解
が

成
立
し
て
い
る
。
安
定
し
た

職
場
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
さ
え
、
非
婚
で
妊
娠

し
た
女
駐
は
罪
悪
視
さ
れ
、

中
絶
を
勧
め
ら
れ
た
り
、
辞

職
に
追
い
込
ま
れ
た
り
、
福

祉
サ
ー
ヒ
ス
の
提
供
を
拒
ま

れ
た
り
す
る
例
は
跡
を
絶
た

な
い
。
国
際
的
に
見
て
、
日

本
の
婚
外
子
の
出
生
割
合
の

低
さ

(02
年
は
約
2
万
3
千

人
。
全
出
生
数
の
ー

・
7

%
)
は
、
日
本
の
差
別
が
合

法
化
さ
れ
て
い
る
社
会
を
反

≧
撚

く

薄

居

映
し
て
い
る
。

15
日
の
参
議
院
内
閣
委
員

会
で
、
川
橋
幸
子

(民
主
)

さ
ん
の
質
問
に
、
国
立
人
口

問
題
研
究
所
長
の
阿
藤
誠
さ

ん
は
、

「事
実
婚
か
多
く
、

婚
外
子
の
出
生
割
合
が
高
い

国
ほ
ど
出
生
率
が
高
い
」
と

述
べ
、
日
本
と
の
相
違
を
指

摘
。

「
"

慧

繰噸遜
職

認輔

欄1
M議

尺

ー

§

鋤ギ　 ア
{轟

質問に回答する提案議員たち (写 真 ・勝 木 一 郎)

17
日
の
同
委
員
会
て
は
、

岡
崎
ト
ミ
子
(民
主
)さ
ん

が
、す
べ
て
の
子
ど
も
が
幸

せ
に
な
る
社
会
の
実
現
の
重

要
性
と
、生
ま
れ
な
か
ら
の

差
別
で
あ
る
婚
外
子
差
別
の

撤
廃
に
関
し
質
問
し
た
。

ま
ず
、
岡
崎
さ
ん
は
93
年

以
降
、
国
連
の
各
委
員
会
で

差
別
撤
廃
か
勧
告
さ
れ
、
7

月
8
日
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
女
性
差
別
撤
廃
条
約
に

対
す
る
質
疑
で
も
、
是
正
が

指
摘
さ
れ
た
こ
と
、
今
年
の

3
月
に
出
さ
れ
た
最
高
裁
の

2
件
の
判
決
で
も
、
法
改
正

が
期
待
さ
れ
、立
法
府
が
「大

き
な
宿
題
を
与
え
ら
れ
て
い

る
」
こ
と
な
ど
を
確
認
し

た
。
そ
し
て
、
増
田
法
務
副

大
臣
や
米
田
内
閣
府
副
大

臣
、提
案
者
の
中
山
太
郎
(自

民
)、五
島
正
規

(民
主
)
議

員
か
ら
は
、
婚
外
子
差
別
を

な
く
す
た
め
の
取
り
組
み
の

重
要
性
に
つ
い
て
同
意
の
答

弁
を
得
、
付
帯
決
議
の
中
て

盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。こ
の
審
議
を
聞
き
な
か

ら
、
72
年
の
国
連
総
会
で
承

認
さ
れ
た

「非
婚
の
母
の
地

位
」
勧
告
の
内
容
が
、
30
年

経
た
国
会
で
多
数
を
占
め
る

保
守
の
人
々
に
も
共
有
化
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を

感
じ
た
。

今
後

「少
子
化
対
策
」
の

名
の
も
と
に
、
自
治
体
で

様
々
な
計
画
が
つ
く
ら
れ
る

こ
と
だ
ろ
う
。

私
た
ち
は
そ
れ
ら
の
政
策

が
、
個
人
の
尊
厳
や
女
腔
の

自
己
決
定
権
と
相
反
す
る
政

策
と
な
ら
ぬ
よ
う
に
目
を
光

ら
せ
、
ま
た
、
婚
外
子
差
別

撤
廃
に
向
け
た
立
法
府
の
貢

務
へ
の
問
い
を
、
改
め
て
深

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

の

利
の
保
障
。
④
婚
外
子
と
非

蚕

奨

蒙

の
母
に
対
葛

社
会
的

あ

　

　
　
の
　
エ
へ
で
あ
る

　

鑓

鍵

。

真

93
年
の
東
京
嚢

で
は
違

議

焦
羅
羅

禦蘂

撫

噛
朧
錦
撫

識
.

蓄

会
は
、
婚
外
子
の
相
続
分

簸
御
暴

飴
の
平
等
を
含
め
た
民
法
改
正

委
案
を
答
申
し
て
い
た
に
も
拘

響
.監

、

麟

騰

轍
姻

る
民
法
改
正
で
も
国
会
上
程

男

性

の

た

め

の

男

女

共

同

参

画

事

業

は

い

ま

、

ど

う

な

っ

で

い

る

の

か

な

?

男
性
対
象

の
講
座
は

]
割

全
国
女
性
会
館
協
議
会

(中
村
紀
伊
会
長
)
は
、
文

部
科
学
省
の
委
託
に
よ
り

「男
陸
の
た
め
の
男
女
共
同

参
画
事
業
等
に
つ
い
て
の
調

査
」
を
実
施
し
、
報
告
を
ま

と
め
た
。
全
国
の
女
陛
セ
ン

た
ち
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
、

よ
う
な
、

「女
っ
ぽ
さ
」
を

異
常
に
セ
ク
シ
ー
な
も
の
に

拒
否
し
た
も
の
で
あ
る
の

な
っ
て
き
て
、
世
界
を
騒
が

と
、
全
く
対
照
的
で
あ
る
。

せ
て
い
る
よ
う
だ
。

テ
レ
ビ
を
つ
け
れ
ば
、
ア

"
ロ
リ
ー
タ
現
象
"
と
ま

イ
ド
ル
歌
手
の
歌
マ
ネ
を
す

　

ヨ

ち

姦

多

匁

㍗

ー

δ

蕩

4
聾

事
粛
崖

妓
3

ジ

を

母
タ

耀

葱

憲

蔽
・
桑

、
ン。
療

網

蕪

、

　

が
を

欝

・

全
国
女
性
会
館
協
議
会
調
査

降旗あつ子

タ
ー
の
う
ち
半
数
は
男
陛
対

象
の
講
座
を
開
い
て
い
る

か
、
講
座
数
全
体
の
1
割
に

過
ぎ
な
い
。
内
容
は
料
理
、

子
育
て
、
家
事
、
介
護
な
ど

生
活
実
践
的
な
も
の
が
半

数
、
男
性
の
生
き
方
的
な
も

当

-偏外

男

も
男
の
子
は
か
り
な
の

で
、
ど
ん
な
女
の
子
が
来
る

旛

の
藤

が
あ
っ
た
後

11

準
備
に
て
こ
ず
る
振
り
を
し

て
、
し
ば
ら
く
居
座
り
、
み

ん
な
を
迎
え
た
。
想
像
は
し

思
子
は
フ
ラ
ン
ス
の
中
学

校
の
2
年
生
。
先
月
、
13
歳

の
誕
生
パ
ー
テ
ィ
を
わ
が
家

で
開
い
た
。

"
フ
ー
ム
"
と

言
わ
れ
る
、
こ
う
し
た
自
宅

で
の
タ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
に
友

達
を
招
く
の
が
、
ど
う
や

ら
、
今
の
中
学
生
の
流
行
の

よ
う
で
あ
る
。

居
間
を
タ
ン
ス
ホ
ー
ル
に

早
変
わ
り
さ
せ
、
食
べ
物
と

飲
み
物
を
準
備
す
る
と
、
「は

い
、
バ
バ
と
マ
マ
は
も
う
出

て
行

っ
て
ね
」。そ
う
、
こ
れ

は
大
人
は
立
ち
入
り
禁
止
の

パ
ー
テ
ィ
な
の
で
あ
る
。
14

人
呼
ん
た
友
達
の
う
ち
、
7

人
は
女
の
子
だ
と
い
う
。

家
に
連
れ
て
く
る
の
は
い

て
い
た
が
、
き
れ
い
に
お
化

粧
し
て
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

つ
け
、
お
へ
そ
の
見
え
る
タ

ン
ク
ト
ッ
プ
を
着
て
、
颯
爽

と
現
れ
た
彼
女
た
ち
に
、
笑

顔
で

「よ
う
こ
そ
」
と
応
じ

た
も
の
の
、
内
心
は

「う
そ

i
ー
う
ち
の
子
と
同
じ
年
な

の
ー
ー
」
と
大
騒
ぎ
で
あ
っ

た
。中
に
は
、
小
学
校
以
来
よ

く
知

っ
て
い
る
子
も
い
た

が
、
し
ば
ら
く
見
な
い
う
ち

に
、
す
っ
か
り
体
つ
き
か
ら

し
く
さ
か
ら
、
そ
し
て
そ
の

目
付
き
ま
で
女
っ
ぽ
く
な

っ

て
し
ま
い
、
フ
ラ
ン
ス
人
形

の
よ
う
に
可
隣
で
あ
っ
た
面

影
が
も
う
見
当
た
ら
な
い
の

に
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

思
春
期
と
い
わ
れ
る
こ
の

時
期
、
確
か
に
女
の
子
の
方

が
男
の
子
よ
り
体
の
発
育
は

断
然
早
い
。
背
も
高
く
な
る

し
、
胸
も
お
尻
も
出
て
く

流行に惑わされる若者

⑭息子 の誕生パ ーテ ィーに思 う

 

る
。
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
と

し
て
も
、
最
近
フ
ラ
ン
ス
で

は
、
こ
の
思
春
期
の
女
の
子

騰

遷
書
、～
"

轟
熱

謬

、

ホ

サ

麟轡

ξ、歩

糞

懸
筆

無
姦

で
言
わ
れ
る
こ
の
傾
向
は
、

青
春
期
の
高
校
生
や
大
学
生

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
今
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
70
年
代
の

ヒ
ソ
ピ
ー
時
代
を
思
わ
せ
る

灘
鍵

臨

灘欝
鞠

フラノスの中学生。やっぱり女の子の方か大人っぽい?

 

る
、
女
子
中
学
生
た
ち
か
出

る
番
組
が
後
を
た
た
な
い
。

ど
の
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
も
、

子
ど
も
用
と
は
別
に
、
思
春

期
シ
リ
ー
ス
を
発
売
中
だ
。

体
の
ラ
イ
ン
に
ぴ
っ
た
り
フ

ィ
ッ
ト
し
た
、
露
出
度
の
高

い
T
シ
ャ
ツ
や
ミ
ニ
ス
カ
ー

ト
ば
か
り
が
、
シ
ョ
ー
ウ
イ

ン
ド
ー
に
は
並
び
、
ハ
イ
ヒ

ー
ル
や
、
T
ハ
ッ
ク
の
下
着

を
欲
し
が
る
中
学
生
の
娘

に
、

「冗
談
じ
ゃ
な
い
ー
」

と
怒
り
を
爆
発
さ
せ
る
母
親

た
ち
の
姿
に
で
く
わ
す
こ
と

も
し
ば
し
ば
だ
。

メ
デ
ィ
ァ
の
影
響
を

一
番

敏
感
に
受
け
、
商
業
主
義
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

一
番
さ
れ
や

す
い
の
が
、
こ
の
年
頃
の
子

ど
も
た
ち
で
あ
ろ
う
。
そ
ん

な
大
人
の
社
会
の
思
惑
に
よ

っ
て
、
思
春
期
の
女
の
子
た

ち
が
、
本
来
こ
の
時
期
に
だ

け
彼
女
た
ち
に
与
え
ら
れ

た
、
ど
ん
な
人
を
も
魅
了
す

る
、
あ
の
瑞
々
し
い
う
つ
く

し
さ
を
身
に
ま
と
う
権
利
を

奪
わ
れ
て
い
る
と
し
た
ら

。
だ
と
し
た
ら
、
流
行
と

は
、
残
酷
な
も
の
て
あ
る
。

の
が
3
割
と
、
こ
の
2
つ
が

圧
倒
的
に
多
い
。

同
調
査
は
全
国
の
女
陛
セ

ン
タ
ー
3
3
8
施
設
に
対
し

行
い
、
有
効
回
収
数
2
5
8

(公
設
公
営
62
・
8
%
、
公

設
民
営
25
・
2
%
、
民
設
民

営
9

・
3
%
)。

◇
主
に
男
陛
を
対
象
と
し

た
講
座
を
実
施
し
て
い
る
施

設
は
51
・
6
%
、
1
3
3
施

設
。
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
は

45

・
7
%
、
1
1
8
施
設
。

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
中
に

は
、
以
前
や
っ
た
が
参
加
者

が
少
な
く
中
止
し
た
と
い
う

と
こ
ろ
も
か
な
り
あ
り
、
全

部
が
全
く
無
縁
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
講
座
数
の
割
合

は
全
講
座
数
の
10

・
2
%
。

騨

劉

◇
講
座
の
内
容
は

「料

理
」
か
断
然
多
く
35
・
2

%
、
次
い
で

「男
陛
の
生
き

か
た
」
33

・
5
%
、
く
っ
と

下
が
っ
て

「介
護
、
家
事
、

子
育
て
」
11

・
5
%
。

「D

V
・
セ
ク

ハ
ラ
」
も
あ
る

が
、
4
%
と
ま
だ
少
な
い
。

料
理
講
座
が
非
常
に
多
い

が
、
参
加
者
は
退
職
男
性
が

多
く
、

"お
断
り
す
る
ほ
ど

た
く
さ
ん
"
集
ま
る
と
い

う
。
担
当
者
は
男
女
共
同
参

画
社
会
を
め
さ
す
女
性
セ
ン

タ
ー
の
講
座
で
、
こ
れ
で
い

い
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ

る
と
こ
ろ
だ
と
い
う
。

◇
男
駐
の
参
加
を
増
や
す

工
夫
を
多
く
の
セ
ン
タ
ー
が

行
っ
て
い
る
。
ど
こ
の
セ
ン

(NWECて)

轍纏蜘 欝 屈
女性会館て男性か開 く催 しものも出始めているか

タ
ー
で
も
、
女
駐
の
参
加
者

を
増
や
す
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ

は
持
っ
て
い
る
が
、
男
陛
の

場
合
に
は
そ
れ
が
全
く
通
じ

な
い
と
い
う
。
工
夫
の
う
ち

目
立
つ
の
は

「±
曜
、
日
曜

な
ど
男
性
が
参
加
し
や
す
い

曜
日
、
時
間
帯
」
「講
義
だ
け

で
な
く
、
実
習
や
実
技
を
取

り
い
れ
る
」
「
一
人
で
は
来
に

く
い
場
合
を
考
え
、
父
子
、

夫
婦
、
カ
ッ
プ
ル
な
ど
対
象

を
工
夫
」
な
ど
か
多
い
。

◇
調
査
で
は
男
駐
対
象
の

相
談
事
業
に
つ
い
て
も
聞
い

て
い
る
が
、
実
施
し
て
い
る

の
は
4

・
7
%

・
12
施
設
と

こ
く
少
な
か
っ
た
。

男
性
対
象
の
講
座
を
実
施

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
理
由

を
聞
く
と
、
女
性
セ
ン
タ
ー

だ
か
ら
女
性
が
優
先
、
男
駐

講
座
は
必
要
な
い
と
い
っ
た

回
答
も
あ
っ
た
が
、

「予
算

・
人
手
が
な
い
」
30

・
5

%
、

「企
画
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

な
い
」
14
・
4
%
と
い
っ
た

理
由
が
多
か
っ
た
。
真
の
男

女
共
同
参
画
社
会
を
つ
く
る

の
は
男
陛
の
意
識
や
行
動
の

変
革
が
必
要
。
そ
の
役
割
を

担
う
主
体
と
し
て
の
女
陛
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
。
「予
算
、人

手
な
ど
の
条
件
が
整
い
、企

画
へ
の
工
夫
が
で
き
れ
ば
、

男
陛
対
象
の
講
座
は
も
っ
と

増
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と

こ
の
調
査
の
委
員
の
ひ
と
り

木
須
八
重
子
さ
ん

(せ
ん
だ

い
男
女
共
同
参
画
財
団
事
務

局
長
)
は
言
っ
て
い
る
。

同
報
告
書
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ

全
国
女
性
会
館

協
議
会
唇
03
・
3
2
6
5
・

8
1
1
6

錘撚講

霧κ

層"
霧議 、

ゴ影
卍岬

毒

亭

霞
2

苫κ
く
灘

.

堀

琵

Z

雛

灘

臨繍BA
'「OSH

雛

鍵

難覗繋

苫
Z

侶

5

κ躬'

雛

繋 照
琴 髭亀
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葵
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灘
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購
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一人 ひとりの個 性が集まって素敵 な会社を作るように 東芝 クループ854社

(国内533社 海外321社)は それぞれの会社の役割を十分に活かしながら

みなさまのお役に立ちたいと願ってい ます。くらしからオフィス そ して産業

社会で 映像と1青報と通信が融合 したマルチメディアがつくる 生き生きとした

社会をめざす私たち。その領域は 情報通信 家電 産業用システム エネルギー

機器 メディカル 半導体 新素材 音楽 映像 各種サーヒスなど幅広くさまざまです。

クループ18万 人の一人ひとりの思いは この美しい地球と調和しながら 安らぎ

のあるくらしを世界 の人々と分かちあうこと。そのために 私たちクループ各社は

力 を合 わ ぜて豊 かな価 値 を創造 し 新 しい 時代 を き りひ らい て ゆき ます。
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ア
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女2003年7月20日(日1濯 日)(3)

チ

ャ
レ

ン
ジ

・
サ

イ

ト

開

設

意
見
聞
か
せ
て

内
閣
府
が
試
行
的
に

来
年

4
月
に
本
格

ス
タ

ー
ト

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

は
7
月
か
ら
、
同
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
シ
で
、

「チ
ャ
レ
ン

シ
・
サ
イ
ト
」
を
試
行
的
に

開
設
し
て
い
る
。

「チ
ャ
レ
ン
ジ

・
サ
イ

りしの__
ヨ

牲々の鞠 しン鞍 縫蜘 麟鋤{一
チヤレノ夢支擾蟹⑳搦撒 騒急性

構謎譲鎮繕峯℃しンジ瀞苓笥俊 極 辞のφ 芒も 懸い話躍 隷 溌

ト
」は
、参
画
局
が
進
め
て
い

る

「女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
策
」の

一
環
で
、
「地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
促
進
」

を
国
レ
ベ
ル
で
行
う
も
の
。

同
サ
イ
ト
で
は
、
内
閣

〃
● ●

 

府
、
総
務
省
、
文
部
科
学

省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水

産
省
、
経
済
産
業
省
な
ど
の

協
力
を
得
て
、
再
就
職
、
起

業
、
N
P
O
活
動
、
農
林
水

産
、
ま
ち
づ
く
り
、
国
際
な

ど
各
種
分
野
の
活
動
に
チ
ャ

レ
ン
シ
す
る
た
め
の
支
援
清

報
お
よ
び
育
児

・
介
護
な
ど

の
両
立
を
図
る
た
め
の
支
援

情
報
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

し
、
必
要
な
庸
報
が
、
関
係

機
関
の
垣
根
を
越
え
て
簡
単

に
手
に
入
る
。
ま
た
、
こ
の

庸
報
を
も
と
に
地
域
で
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
づ
く
り
の

促
進
も
目
的
に
し
て
い
る
。

同
サ
イ
ト
は
、
利
用
者
か

ら
利
用
の
し
や
す
さ
、
庸
報

内
容
に
関
す
る
ニ
ー
ス
調
査

を
行
い
、
改
良
し
、
来
年
4

月
か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
の
で
、
ド
ン
ド
ン
意

見
を
寄
せ
て
欲
し
い
と
い
っ

て
い
る
。

「
チ

ャ
レ

ン

シ

・
サ

イ

ト

」

¢
カ
ピ

葺

弓

＼
＼
≦
≦

≦

oQ
o
嵩
ユ
o
「

qq
o

』
℃

o

…

0
7
巴

一①
コ
σq
o

磁 轍 活 性 化 の 鍵

藁塞的考λ方

総堂嚢箇盤脇撫 の鍵瑞3つ のデ望ムン多琴

怯 」へのヂ礎ム♪ン

翰 ヂャム♪詳

。 梯々な分野における支援策の方向

「瀦ノAの 薪甲ムンジ
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＼
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oど

出
版

サ
ポ

ー
タ
i
募
集

カ

レ
ン
さ
ん

コ
ス
タ

リ
カ
を
語

る

論
昨
年
10
月
、
中
南
米
の
小

さ
な
国
、
軍
隊
を
廃
止
し
た

国
、
コ
ス
タ
リ
カ
か
ら
元
大

統
領
の
パ
ー
ト
ナ
ー
、
カ
レ

ン
・
オ
ル
セ
ン
・
フ
ィ
ゲ
ー

レ
ス
さ
ん
が
来
日
し
た
。
2

週
間
の
滞
在
中
、
伸
縄
、
東

京
、
京
都
で
講
演
し
、
子
ど

も
た
ち
や
学
生
た
ち
、
ヒ
ロ

シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
で
被
爆
し

た
4
人
の
人
た
ち
と
対
話
を

し
た
。

そ
の
記
録
集

『カ
レ
ン
さ

ん
コ
ス
タ
リ
カ
を
語
る
～
い

ち
ば
ん
大
切
な
こ
と
は
命
を

大
事
に
す
る
こ
と
で
す
』(1

6
0
0
円
十
税
、
カ
レ
ン
さ

ん
招

へ
い
実
行
委
員
会

・

編
、
草
の
根
出
版
会
)
が
出

版
さ
れ
た
。

カ
レ
ン
さ
ん
招
へ
い
実
行

委
員
会
は
、

「出
版
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
募
集
し
て
い
る
。

『カ
レ
ン
さ
ん

』
を
5

冊
ま
と
め
て
購
入
す
る
と
7

0
0
0
円

(消
費
税

・
送
料

込
み
)
と
格
安
に
な
る
。

郵
便
振
替

0
0
1
2
0

1
5
t
1
8
3
8
4
5

加

入
者
名

カ
レ
ン
さ
ん
招
へ

い
実
行
委
員
会

1
冊
単
位
の
購
入
は
、
書

店

か
草
の
根
出
版
会

(
唇
03

・
3
9
4
3

・
9
3
9
3
)

へ
。問
い
合
わ
せ

同
実
行
委

員
会
公
03
・
5
2
8
7
・
3

7
5
0

(諏
訪
の
森
法
律
事

務
所
・
中
川
)

プ課題

 

ツ認知度ア

「洪水 ハ ザ ー ドマ ップ」

ヤ ミ金 ・ク レサ ラ110番

10
日
で
4
割
、
5
割
と
い

つ
法
外
な
高
利
の
ヤ
ミ
金
・

サ
ラ
金
。
数
万
円
を
借
り
た

の
に
、
ち
ょ
っ
と
の
間
で
、

借
り
た
金
の
何
十
倍
に
も
な

っ
て
い
た
。
そ
の
取
り
立
て

は
借
り
た
本
人
は
も
と
よ

り
、
家
族

・
親
族
、
は
て
は

全
く
関
係
の
な
い
近
所
ま
で

も
巻
き
込
ん
だ
暴
力
的
、
脅

迫
的
な
も
の
。

一
家
離
散
に

追
い
や
ら
れ
た
家
族
、
夫
婦

だ
け
で
は
済
ま
ず
兄
弟
も
共

に
線
路
自
殺
と
、
痛
ま
し
い

事
件
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
様
な
多
重
債
務
者
の

た
め
の
、
無
料
相
談
活
動

に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
東
京
司
法
書
士
会
は
、

電
話
と
面
談
に
よ
る
無
料
相

談
会
を
開
く
。

「供
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
9

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険

協
会

(石
原
邦
夫
会
長
)

が
、
台
風
や
供
水
の
シ
ー
ス

ン
を
前
に
、

「供
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成

・
公
表

し
て
い
る
市
町
村
の
中
か
ら

10
市
区
の
居
住
者
5
1
9
名

に

「供
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ソ

プ
」
の
認
知
度

・
所
有
状
侃

に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
7
割
が

「知
ら
な
い
」
、

地
元
自
治
体
か
ら
の
庸
報
も

住
民
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。

(調
査
期

間
は
03
年
1
月
24
日
～
1
月

26
日
)

パ
ン
フ

報
告
書一

酷
轍

、

-

」

『
婦
人

通
信

』臨
時
号

2
0
0
3
N
o
53

8
日
、
女
性
差
別
撤
廃
委

員
会
で
、
審
議
さ
れ
た
日
本

レ
ポ
ー
ト
に
対
す
る
N
G
O

レ
ポ
ー
ト

「婦
団
連
レ
ポ
ー

ト
」
の
全
文
を
掲
載
。
こ
の

レ
ポ
:
ト
は
、加
盟
団
体
(10

団
体
)
の
共
同
作
成
に
よ
る

も
の
で
、
今
回
、
委
員
会
に

提
出
さ
れ
た
。
同
レ
ポ
ー
ト

東京司法書士会無料相談

ジェンダーの視点

で読む読書感想文

 

北
九
州
市
立
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー

"ム
ー
フ
"

は
、

「ジ

ェ
ン
タ
ー
の
視

点
で
読
む
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
感
想
文
を
募
集

し
て
い
る
。
全
国
の
小

・
中

学
生
を
対
象
に
し
た
同
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
今
年
で
3
回

目
。社
会
や
文
化
や
時
代
が
男

女
に
期
待
す
る

「男
ら
し

さ
」「女
ら
し
さ
」
「性
役
割
」

と
い
っ
た
、
つ
ま
り
ジ
ェ
ン

タ
ー
が
絵
本
や
物
語
の
男
女

像
に
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の

が
多
い
。

「ジ
ェ
ン
タ
ー
で

読
む
」
と
は
、
そ
の

「男
ら

し
さ
」
「女
ら
し
さ
」
「陛
役

割
」
を
問
い
直
し
、

「自
分

ら
し
く
」
生
き
る
こ
と
の
大

切
さ
に
気
つ
く
き
っ
か
け
に

し
て
欲
し
い
と
い
う
。

【募
集
締
切
】

03
年
10
月
31
日
働

【募
集
要
項
】

対
象

全
国
の
小
・
中
学

生
。
※
事
前
に
、
電
話

・
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
で
応
募
要
旨
を

請
求
の
こ
と
。

課
題
図
書
部
門

指
定
さ

れ
た
9
冊
の
中
か
ら
選
ぶ
。

教
科
書
部
門

学
校
で
使

用
し
て
い
る
教
科
書
の
中
か

ら
、
ジ
ェ
ン
タ
ー
の
視
点
で

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

を
選
ぶ
。

小
学
1
～
3
年
生
は
8
0

0
字
程
度
。
4
～
6
年
生
は

1
2
0
0
字
程
度
。
中
学
生

は
2
0
0
0
字
程
度
。

【賞
】

「最
優
秀
賞
」
各
部
門
1

編

・
各
2
万
円
図
書
券
、
記

念
品
。

「優
秀
賞
」
各
部
門

1
編
。
各
1
万
円
図
書
券
、

記
念
品
。

「佳
作
」
若
干
名

・
各
5
千
円
図
書
券
、
記
念

募
品
。
協
力
校
賞

(若
干
数
)

に
記
念
品
を
贈
る
。

【発
表
】

03
年
12
月
の
予
定
。
入
賞

作
品
は
出
版
。
※
著
作
物
使

用
に
関
す
る
権
利
は
同
セ
ン

タ
ー
に
属
す
る
。

【応
募

・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
8
0
3
1
0
8
1
4
北

九
州
市
小
倉
北
区
大
手
町
11

t
4

「北
九
州
市
立
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

"ム
ー

フ
色
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー

ル
係

(
唇
&
麟
0
9
3

・
5

8
3

・
5
0
8
2
)。

中

・高

・大

・
専

門

・
一
般

テ

ー

マ
に

沿

っ
た

作

文

女
陛
と
仕
事
の
未
来
館

は
、
中

・
高

・
大

・
専
門
学

校
生
と

一
般
を
対
象
に

「作

文
」
を
募
集
し
て
い
る
。

【募
集
テ
ー
マ
】

中

・
高
校
生
部
門
は

『私

の
未
来
の
設
計
図
』
(1
2
0

0
字
以
内
)。自
分
の
未
来
や

ど
ん
な
働
き
方
を
し
た
い
の

集
か
、
自
分
の
描
く
設
計
図
に

つ
い
て
。

大
学

・
専
門
学
校
生
部
門

は

『理
想
の
ワ
ー
ク
&
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
』(1
2
0
0
字

以
内
)。こ
れ
か
ら
の
職
業
人

生
を
考
え
、
ど
ん
な
こ
と
に

挑
戦
し
た
い
か
。
理
想
の
仕

事
と
私
生
活
の
ス
タ
イ
ル
に

つ
い
て
。

一
般
部
門

『チ
ャ
レ
ン
シ

ー
私
と
仕
事
』(1
6
0
0
字

以
内
)。仕
事
で
、
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
や
チ
ャ
レ
ン
シ
し
た

い
こ
と
。
今
や
っ
て
い
る
こ

と
、
こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た

い
こ
と
。

【応
募
締
切
】
03
年
9
月
30

日

(消
印
有
効
)。
※
作
品
は

返
却
し
な
い
。

【賞
】

入
賞
者
に
は
賞
状
と
記
念

品
を
贈
呈
。

「女
陛
と
仕
事

の
未
来
館
賞
」
各
部
門
1

編
。

「未
来
館
奨
励
賞
」
各

部
門
1
編
。

「佳
作
」
若
干

名
。
協
力
校
賞

(若
干
数
)

に
は
、
記
念
品
贈
呈
。

【募
集
要
項
】

募
集
資
格

各
部
門
に
該

当
す
る
男
女

募
集
方
法

原
稿
用
紙
、
ま
た
は
A
4
用

紙
を
使
用
。
パ
ソ
コ
ン
、
ワ

;
プ
ロ
作
成
可
。
表
紙
に
、

応
募
部
門
、
氏
名

(ふ
り
が

な
)、駐
別
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
連
絡
先
電
話
番
号
、
年

齢
、
学
校
名

(学
年
)
ま
た

は
職
業
を
明
記
の
上
、
郵

送
。応
募
は
1
人
1
編
の
み
。

【発
表
】

03
年
11
月
初
旬
に
直
接
連

絡
。
入
選
作
品
は
、
11
月
開

催
の
未
来
館
フ
ェ
ス
タ
期
間

中
に
表
彰
し
、
同
館
発
行
の

『未
・来
・通
・信
』に
掲
載
。

【応
募
先
】

〒
1
0
8
1
0
0
1
4
東

京

都
倦
区
芝
5
1
35
1
3

「女
陛
と
仕
事
の
未
来
館
」

作
文
募
集
係

(
慰
03

・
5
4

4
4
・
4
1
5
1
)。

「ヤ
ミ
金

・
ク
レ
サ
ラ
ー

1
0
番
」

日
時

8
月
2
日
出

・
3

日
同
10
時
～
16
時
ま
で

〈実
施
方
法
〉

①
電
話
相
談

当
日
の
電

話
面
03
・
3
3
5
3

・
9
2

0
5②
面
談
に
よ
る
相
談

電

話
に
よ
る
事
前
予
約
制
で
、

月
曜
か
ら
金
曜
日
の
9
時
～

17
時
ま
で
受
け
付
け
て
い

る
。
予
約
電
話
番
号
は
、
面

03
・
3
3
5
3

。
9
1
9
1

面
談
会
場

四
ッ
谷

『司

法
書
±
会
館
1
階

「相
談
フ

ー
ス
」』
(新
宿
区
本
塩
町
9

番
地
3

4
分
)

　
ハ

　
　

ッ
　
　

癒
蕨水危険地域や超難場所1
関する普段力bの 慣報提供

で丁政への期待事項 その他27

04男

特1な し

137瓢

＼
314晃

論

で
は
、
政
府
レ
ポ
ー
ト
作
成

に
当
た
っ
て
、
N
G
O
の
意

見
を
聞
い
た
こ
と
は
評
価
し

な
が
ら
も
、
前
回
、
女
陛
差

別
撤
廃
委
員
会
の
最
終
コ
メ

ン
ト
に
あ
っ
た
、

「女
性
団

体
と
の
効
果
的
な
討
論
」
か

行
わ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
。

ま
た
、
男
女
平
等
の
遅
れ
の

原
因
分
析
に
欠
け
る
と
し
て

い
る
。
総
論
で
、
利
益
優

先
、
弱
者
切
り
捨
て
の
政
策

か
ら
、
老
若
男
女
を
問
わ
な

い
人
間
ら
し
く
働
き
続
け
る

ル
ー
ル
、
社
会
保
障
制
度
の

確
立
し
て
こ
そ
女
陛
の
権
利

が
守
ら
れ
る
こ
と
を
強
調
し

て
い
る
。
定
価
3
0
0
円
。

問
い
合
わ
せ

日
本
婦
人
団

体
連
合
会
君
03

・
3
4
0
1

・
6
1
4
8

大雨の際の迅速 適切な
惰嬢提供および避難携導

ρ
り 
〆・毒雌甥 噸謙醗

.、_璃
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被災者への速やカな
償興支授

同川の整備や改修など

台水事藁の推進

「供
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
は
、
供
水
発
生
時
に
想

定
さ
れ
る
侵
水
の
深
さ
や
避

難
に
関
す
る
冑
報
を
地
図
に

ま
と
め
た
も
の
で
、
万

一
の

供
水
の
際
に
、
住
民
が
ス
ム

ー
ス
に
避
難
す
る
こ
と
で
、

人
的
被
害
の
防
止

・
軽
減
を

計
る
の
が
目
的
。

〈調
査
か
ら
〉

「供
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ

プ
」
を

「知
っ
て
い
る
」
が

30

・
6
%
で
、約
7
割
が
「知

ら
な
い
」
と
答
え
て
い
る
。

自
分
が
住
ん
で
い
る
市
区

町
村
が

「供
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
」
を
作
成

・
公
表
し
て

い
る
こ
と
を
、

「知
っ
て
い

る
」
13
・
1
%
で
、
そ
の
う

ち
実
際
に
所
有
し
て
い
た
人

は
3

・
7
%
と
少
な
い
。
水

害
対
策
と
し
て
、
行
政
に
最

も
期
待
す
る
こ
と
は
、

「供

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ノ
ブ
」
の
機

能
や
活
用
に
関
連
す
る

「供

水
危
険
地
域
や
避
難
所
に
関

す
る
普
段
か
ら
の
庸
報
提

供
」「大
雨
の
際
の
迅
速

・
適

切
な
庸
報
提
供
及
び
避
難
誘

導
」
を
あ
わ
せ
51

・
9
%
と

過
半
数
を
占
め
た
。

調
査
結
果
を
踏
ま
え
同
協

会
は
、

「供
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
」
を
、
も
っ
と
国
民
に

知
っ
て
も
ら
い
、
保
有
し
て

も
ら
う
た
め
に
、
国
や
自
治

体
だ
け
で
な
く
、
防
災
関
係

の
識
者
・
機
関
も
含
め
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
し
て

い
る
。

子
供
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
よ
う

「子
ど
も
の
意
見
表
明
の

権
利

・
参
加
の
権
利
」
の
実

現
に
向
け
て
開
く
、

「
ユ
ニ

セ
フ
子
ど
も
セ
ミ
ナ
ー
」
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

途
上
国
の
子
ど
も
の
現
状

や
、
昨
年
5
月
に
開
催
さ
れ

た

「国
連
子
ど
も
特
別
総

会
」
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ヌ

墨

雛
響

、蒸

一駆
鞍

最

藻

認

の

活

動

様
々
な
場
面
で
会
館
を

支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

今
回
は
そ
ん
な
ヌ
エ
ッ
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

25年 間、多岐 に

わた って大活躍

て
、
御
紹
介
し
す
。

ヌ
エ
ッ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
歴
史
は
古
く
、
今
か

ら
遡
る
こ
と
25
年
前
、
1

9
7
8
年
8
月
か
ら
活
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在

で
は
個
人
53
名
、
6
団
体

ッ
プ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
、
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

日
時

8
月
6
日
困

10

時
30
分
～
16
時

場
所

ユ

ニ
セ
フ
ハ
ウ
ス

(東
京

・
高

輪
)

参
加
者

18
歳
未
満

の
子
ど
も
70
人

(
一
般
公

募
、
事
前
申
込
必
要
、
18
歳

以
上
の
大
人
は
オ
フ
ザ
ー
ハ

見
せ
て
い
ま
す
。

最
近
の
例
で
は
、
6
月

3
日
～
6
日
に
行
わ
れ
た

会
館
の
主
催
事
業

「女
陛

関
連
施
設
職
員
の
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
」
で
、
受
付
や

ー
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ソ
プ

見
学
可
)

参
加
費

無
料

申
し

込
み

氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
保
護
者
同

伴
の
有
無
、
参
加
希
望
理

由
、

「ど
ん
な
と
き
に
自
分

の
意
見
を
聞
い
て
も
ら
い
た

い
か
」
を
記
入
し
て
、
職
03

・
5
7
8
9

・
2
0
3
6
ま

で
。
問
い
△口わ
せ

ユ
ニ
セ

フ
協
会
広
報
室
冠
03
・
5
7

8
9

・
2
0
3
6
。

　

お
　

へ

磯

.

懲

　
　

ミ耀
纏
蕩

藁

罵
乗

ま

サ

鞭

灘
寄

繊

.
雛

灘

一

灘
鞘

鰺

じ

室

軽

鐸

毒

参加者への茶道実技提供

●

9
工
吻
り

●

難

造
の
畿

●

轡
と

(81
名
)
が
活
動
し
、
主

催
事
業

・
国
際
交
流
、
受

入
、
庸
報
、
広
報

・
環
境

整
備
、
文
化
活
動
及
び
文

化
活
動
実
技
指
導
等
、
多

岐
に
わ
た
っ
て
大
活
躍
を

会
場
係
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

タ
イ
ム

(施
設
見
学
案
内

・
軽
ス
ポ
ー
ツ
・
呈
茶
)

等
で
の
協
力
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

に
注
目
し
て
、
会
館
内
を

訪
れ
た
り
、
ま
た
、
ポ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
会
館
の

事
業
運
営
等
に
参
加
し
て

み
る
と
、
い
つ
も
と
違
っ

た
会
館
を
感
じ
る
こ
と
か

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

お
く

独 立 行 政 法 人

国 立 女 性 教 育 会 館(ヌ エ ノ ク)

〒355-0292埼t県 比 企 郡

嵐 山 町 大 デ 菅 谷728番 地

密0493・62・671ユ(代)

疋RLhttp//冊"nweCJP

E-mallwebmasterαnwe(JP

7
月
22
劉

◆
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ

ム

「女
性

セ

ン
タ
ー
を

考
え

る
」13

時
30
分

女
性
セ

ン
タ
ー

ウ

ィ
ズ
せ

っ
つ

筥

田
清
～

(
岸
和
田
市
立
女
陸
セ

ン
タ
ー

館
長
)
、
尼
川
洋
子

(
国
立
女
陸

教
育
会
館
客
員
研
究
員
)
ほ
か

1
0
0
名

申
込
み

・
問
合

せ

同
所

慰
0
7
2

・
6
3
5

・
1
4
0
7

7
月
24
劉

◆
知
的
障
虫
ロ児
の
た
め
の
性

教
育
フ
ァ

ン
リ
テ
ー
タ
ー
養
成

講
座9
時
30
分
～
16
時
30
分

25

日
勃
、
26
日
旧
と
も

東
京
ウ

ィ
メ
ノ
ス
フ
ラ
ザ
、
大
向
区
民

会
館

(26
日
山
の
み
)(
渋
谷
駅

m
分
)

ハ
ー

ハ
ラ

・
ベ
イ
ン

(
しり
≡
ヨ
冤

=
≡

=
⑦
』
≡

∩
2
#
「O
う
Q
「
∩
7
=
血
「O
コ
)

2
万
円

(
1
口
7
0
0
0
円
)

申
込
み

・
問
合
せ

P
E
A

C
E
暴
力
防
丘
ト
レ
ー
ニ
ン
ク

セ

ノ
タ
ー
憾
0
4
2
4

・
90

・

0
9
0
0

7

月

25

日

金

◆
人
権

・
平
和
感
覚
セ
ロ
公

人
に
抗
議
し
ま
し
ょ
う

▽
抗
議

・
申
し
入
れ
行
動

16
時

衆
議
院
議
員
面
会
所

▽
リ
レ
ー
ト
ー
ク

ー7
時

有

楽
町
マ
リ
オ
ン
前

連
絡

女

陛
の
愚
法
年
連
絡
会

・
事
務
局

唇
03

・
3
4
0
ユ

6
1
4
7

(
婦
団
連
)

◆
大
人
、
子
供
の
い
じ
め
問

題
を
素
人
の
目
か
ら
語
る
集
い

18
時
30
分

多
摩
交
流
セ
ン

タ
ー

(
京
王

・
府
中
駅
北
口
3

分
)

素
人
椙
談
員
に
な
る
た

め

の

説

明
会

無

料

(
要
予

約
)

問
合
せ

面
0
9
0

・

9
1
3
3

・
0
5
6
5
川
井

◆
公
開
学
習
会

・
台
湾
の
近

代
と
女
性

18
時
30
分

東
京
ウ
ィ
メ
ン

ス
プ
ラ
ザ

(
地

表
参
道
駅
)

「養
女
慣
習
か
ら
み
た
近
代

台
薦
社
会
」
洪
郁
如

(
明
星
大

講
師
)

5
0
0
円

問
合
せ

台
湾
の
元

「慰
安
婦
」
裁
判

を
支
援
す
る
会

面
&

隙
σ3

・
3

6
8
6

・
1
9
5
4

◆
〈
「核
と
ミ
タ
イ
ル
防
衛
に

N
O
ー
キ

ャ
ン
ベ
ー
ン
2
0
0

3
」
〉
発
足
集
会

『
ミ
サ
イ
ル
防

衛
』

の
ト
リ

ノ
ク
を
暴
く
～
軍

縮
と
い
う
選
択
を
探
る

18
時
30
分

又
京

ソ
ビ

ソ
ク

セ

ノ
タ
ー

(地

・
後
楽
園
駅
3

分
)

川
崎
哲

(ヒ
ー
ス
ボ
ー

ト

/
週
刊
イ
ラ
Q
)

5
0
0

円

主
催

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

曹
03

5
7
1
1

・
6
4
7
8

◆
ふ
え
み
ん
連
続
講
座
第
3

回

「有
畜
複
合
農
業
の
現
場
か

ら
」

18
時
30
分

渋
谷
区
女
殴
セ

ノ
タ
ー
ア
イ
リ
ス

(渋
谷
駅
5

分
)

t
田
正

(ウ
ィ
ノ
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
農
場
)

V
T
R
『
あ

ぶ
な
い
野
菜

ー
グ

ロ
ー
ハ
ル
化

す
る
食

べ
物
』
卜
映

1
0
0

0
円

主
催

・
連
絡

ふ

λ
み

ん
婦
人
民
主
ク
ラ
フ
慰
03

・
3

4
0
2

。
3
2
3
8

剤

圏
日
ヨ

一

◆
第
25
回
老
人
福
祉
問
題
全

国
研
究
集
会

「す

べ
て
の
高
齢

者
に
、
人
間
の
尊
厳
が
守
ら
れ

る
平
和

で
ゆ
た

か
な
21
世
紀

を
ー
」

13
時
鋤
分
、
27
日
圓
9
時
30

分

大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ

講

演
「
『病
は
癒
え
て
も
』
～

ハ
ン

セ
ン
病
強
制
隔
離
90
年
か
ら
人

権
回
復
」
寺
島
萬
里
子

(
写
自

家

・
医
師
)
、

ソ
ン
ポ

「
同
齢

者
の
差
別
化
を
杵
さ
な
い
社
会

福
祉
を
ど

つ
築
く
か
」
橋
本
宏

ヱ
・
(福

祁

・
女
陛

労

働

研
究

家
)、
稲
村
充
則

(埼
玉
協
同
摘

院
)、
中
山
正
美

(自
治
労
連
利

会
福
部
会
)
、
コ
:
デ

ィ
ネ
ー
タ

ー

・
佐
野
英
司

(白
梅
学
園
短

大
)、
分

科

会

6
5
0
0
円

(
ユ
日
の
み
4
0
0
0
円
)

リ
ー
ラ

ノ
ス
ラ
イ
タ
ー
)

・
8

月
4
日

「
写
貞
表
現
に
み
る
女

と
男
」
右
舛
美
雄

(
写
真
家
)

他

各
回
駒
人

間
△
目
せ

同

セ

ノ
タ
ー
6
0
7
2

6
2
0

9
9
2
0

7
月

四

日

廻

「

く

◆
フ
ァ
ミ
フ
レ
施
策
で
企
業

の
活
性
化
ー
企
業
の
実
例
か
ら

学
ぶ10

時

31
日
困
と
も

東

尿

ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ

武
石
憩

美
子

(東
大
助
教
授
)
、
木
村
邦

明

(
N
E
C
人
事
部
)
ほ
か

2
0
0
0
円

10
名

要
申
込

み

問
合
せ

同
所
低
03

・
5

4
6
7

・
ユ
9
8
0

◆
社
会
生
活
大
学
講
座

「<

ら
し
の
中
の
歌
舞
伎
こ
と
ば
〕

B
時
鋤
分

文

駅

ン
ヒ

ソ
ク

セ

ノ
タ
ー

(
地

・
春
日
駅
)

赤
坂
沿
績

(
演
劇
評
論
家
)

5
0
0
円

問
合
せ

都
老
協

暦
03

・
3
3
2
0

・
6
0
0
6

7

月

30

日
水

◆
講
演
会

『
コ
レ
ク

ン
ヨ
ン

に
み
る

画
家
た
ち
の

バ
リ
』

18
時
粕
分

ポ
ー
ラ
ミ

ュ
ー

ソ
ア
ム

・
ア
ネ
ソ
ク
ス

(
地

・

主
催

実
行
委

申
込
み

勤

労
者
レ
ク
リ
エ
ー
ソ
ヨ
ン
協
会

儘
03

3
9
8
4

・
0
4
0
1

◆
今
度
こ
そ

こ
う
す
る
ー

04
年
年
金
改
革

13
時
30
分

総
評
会
館

(地

・
新
御
茶
ノ
水
駅
す
く
)

「
㏄

年
年
金
改
革
に
む
け
て
の
経
過

報
告
と
質
疑
」
大
沢
真
理

(
東

大
教
授
)
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ

ソ
ヨ
ン
ほ
か

1
0
0
0
円

主
催

フ
ォ
ー
ラ
ム

・

「女
陸

と
労
働
21
」
哲
03

・
3
7
8
3

・
2
4
0
8

7

月

28

日

月

◆
台
湾
の
一兀

「慰
安
婦
」
裁

判

・
傍
聴

14
時

東
京
高
裁
8
1
8
号

法
廷

(
地

・
霞
ケ
関
駅
A
3
出

口
)

問
合
せ

台
湾
の

兀
「慰

安
婦
」
裁
判
を
支
援
す
る
会
"

&
隙
03

。
3
6
8
6

・
1
9
5

4
◆
夏
の
ロ
ー
ス
W
A
M
講
座

「女
と
男
の
あ
し
た
」

H
時

(8
月
は
13
時
か
ら
)

8
月
25
日
ま
で
毎
月
曜
5
回

次
太
ボ巾
立
男
・ヌ
共
弓
セ

ノ
タ

ー

ロ

ー

ズ
"
A
M

▽
28
日

「
暮
ら
し
の
中
か
ら
発
見
ー
男

女
共
同
参
画
」
河
村
潤
～

(フ

銀
座

一
r
目
駅
)

岩
崎
余
帆

子

(ポ
ー
ラ
美
術
館
v子
云
員
)

無
料

1
0
0
名

申
込
み

同
所
君
03

・
3
5
6
3

・
5

5
0
ユ7

月

31
日

劃

◆
W
L
F
合
同
例
会

薪

生

丸
の
内
の
ま
ち

つ
く
り
"
」

18
時
30
分

ウ
ラ
ク

ア
オ

ヤ
マ

(地

・
外
苑
前
駅
ユ
分
)

福
澤
武

(

菱
地
所
㈱
取
締

役
会
長
)

1
乃
5
0
0
0
円

申
込
み

・
問
合
せ

低
03

・

3
4
7
5

・
1
0
0
2

◆
夏
の
ロ
ー
ス
W
A
M
講
座

「生
活
の
中

の
人
権
」

憩
時
狛
分

(
8
月
紛
時

か

ら
)

8
月
28
日
ま
で
毎
木
曜

5
回

茨
木
市
耀
男
女
共
琶
セ

ン
タ
ー
ロ
ー
ズ
W
A
M

▽
31

日

「
自
分
ら
し
い
暮
し
を
求
め

て
」
前
出

央
r

(
リ
フ
ォ
ー
マ

ー
)
ほ
か

各
回
60
人

間
合

せ

同
セ

ノ
タ
i
曾
0
7
2

・

6
2
0

9
9
2
0

8
月
乞
-日
判

◆
女
性
の
生
き
に
く
さ
を
考

え
る9
時
如
分

9
月
6
日
ま
で

毎
i
曜
6
回
※
23
日
H
時

横

浜
市
村
会
福
祖
セ

ノ
タ
i

(桜

木
㎜剛
駅
前
)

▽
2
日

「
ン
ェ

ノ
タ
ー
が
や

っ
て
き
た

」
船
橋

邦
f

(和
光
大
教
員
)
、
[
9
日

「
そ
れ

っ
て
暴
力
9
D
、
に
育

つ
種
」
松
田
丁
憩

(女
性
セ

ノ

タ
ー
相
僕
員
)
ほ
か

全
回
7

0
0
0
円

(
1
回
2
0
0
0

円
)

沁
名

締
切

7
月
25

日
駕
ま
で
所
定
用
紙
で

問
合

せ

女
性

・
人
権
支
援
セ

ノ
タ

ー

ス
テ

ソ
プ
哲
&
隙
唇
0
4

5

・
2
2
7

・
7
7
8
7

◆
第
49
回
日
本
母
親
大
会

▽
全
体
会
12
時
30
分
～
17
時

あ
き
た
ス
カ
イ
ト
ー
ム
、
▽

分
科
会
3
日
旧
玲
時
～
15
時
30

分

秋
出
経
済
法
科
大
学
、
秋

田
経
済
大
学
短
期
大
享
、
附
属

剛
等
.r
校

(
秋
田
市
)

2
日

11
記
念
講
演

「平
和
こ
そ
世
界

の
願
い
1
武
器
の
な
い
地
球
を

子
ど
も
た
ち
に
」
川
端
純
四
郎

(
兀
東
北
学
院
大
)、
3
日
11
分

科
会

7

ど
も
の
も
ん
だ
い
、

教
育
の
も
ん
だ
い
」
「女
性
の
地

位
向
ヒ

・
男
女

平
等
め

さ
し

て
」
ほ
か

主
催

・
問
合
せ

実
行
委
費
昭

3
2
3
0

ユ

8
3
6
、
秋
田

・
実
行
委
員
会

か
0
1
8

・
8
8
3

・
1
2
1

8
◆
輝
け
1

ニ
ュ
ー

ソ
ル
ハ
ー

「高
齢
期
を
と
う
迎
え
と
う
過

こ
す
つ
」
定
年
前
後
の
男
性
の

意
識
と
暮
ら
し
の
調
査
か
ら

13
時
30
分

ド
ー

ノ
セ

ノ
タ

ー

(地

・
天
満
橋
駅
7
分
)

ア

ノ
ケ

ー
ト
調
査
報
告
、

「
男

性
の
た
て
ま
え
と
本
藷
」

林

美
輝

(京
都
大
大
学
院
助
手
)

3
0
0
円

申
込
み

局
齢

村
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会

・

大
阪
事
務
局
隙
0
7
2

・
7
5

3

・
9
2
2
4
、
面
酪

・
6
8

7
6

・
7
3
0
0

中
尾

◆
卜
ー
ク

・
ラ
イ
フ

『
べ
ト

ナ

ム

・
変

わ
り
ゆ

く
サ
イ

ゴ

ン
』玲
時
15
分

早
稲
田
奉
信
園

セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス

(地

・
早
稲

田
駅
5
分
)

村
山
康
又

(フ

ォ
ト

・
ン
ヤ
ー
ナ
リ
フ
ト
)

5
0
0
円

※
7
月
99
百

火
～

8
月
4
日
月
ま
で
写
真
展
を
開

催

要
申
込
み

申
込
み

・
問

合

せ

村

山

康

之

峯

・
=
ヨ

轟
囚
奮
》
7
C
=
ゴ

=
一
n
C
=
日

8

月

5

日
-廻

]

◆
思
春
期
お
や
ご
関
係
相
談

会

「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
話
す
思
春
期
の
子
と
も
の
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
」

m
時

す
て

っ
ぷ

(阪
急

・

豊
中
駅
削
)

河
ガ

夷
砂

(
ス

ク
ー
ル
カ
ウ

ノ
セ
ラ
ー
)

無

料

10
名

女
慣
の
み

申
込

み

同
所
君
幡

・
6
8
4
重

・

9
7
3
9

◆

「日
本

(有
事
法
鯛
)れ
も

つ
き

あ

う
の

か
ー

『
戦
争

中

毒
』」

18
時

凝
民
文
化
セ

ノ
タ
ー

(
広
島

・
紙
屋
町
2
分
)

田

巻

彦

(
ヒ

ー
ス
デ
ポ
副
代

表
)

問
合
せ

8

6
ヒ
ロ

ン
マ
ヰ
和

＼
の
つ
ど
ー
2
0
0

3
事
務
局
五
&
隙
0
8
2

2

9
7

・
7
1
1
5

8
月
-20
日
型

◆
D
V
被
害
者
サ
ホ
ー
ト
の

た
め
の
夏
季
集
中
研
修

10
時

フ
ォ
ラ
ム
よ
二
は
ま

(
J
R

・
桜
木
町
駅
ラ

ノ
ド
マ

ー
ク
タ
ワ
ー
13
F
)

ン
ノ
至

ソ
ウ
ム

「支
援
者
が
陥
り
ゃ
ξ

い
三
つ
の
バ
タ
ー

ノ
～
麦
全
で

フ
ェ
ア
な
被
善
者
と
の
関
係

」

シ
リ
ー
ン

マ
イ
ル
ズ

(
D
＼

被
害
者
支

援
カ
ラ
ウ
ン
セ
ラ

ー
)、
ミ

ッ
ン
・
マ
リ
ノ

(
P
、

F
F
A
護
身
術
創
設
者
)
ナ
イ

ナ

・
ワ
タ
ナ
ベ

(
、
D
暴
力
介

入
プ

ロ
グ
ラ
ム
創
始
者
)、
分
科

会

3
0
0
0
円

(
一
日
通
し

料
金
)

申
込
み

・
問
合
せ

横
浜
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
容
O
1

5

・
8
6
2

5
0
5
2

8
月

21

日
荊

㎜

◆
東
京
都
多
摩
労
働
力
レ
ン

ジ
ー8
時
30
分

m
月
罰
日
月
ま

で
の
⑳
日
間

索

駅
国
分
与
労

政
会
館

(
J
R

。
国
分
与
駅
南

口
)

労
働
法
、
労
働
問
題
に

つ
い
て
⑳
科
目

2
5
0
0
円

申
込
み

8
月
1
日
金
ま
で

問
合
せ

都
国
分
与
労
政
事

務
所
傍
0
4
2

・
3
2
3

8

5
ー
ユ8

月

23
日
卦

◆
暴
力
被
害
に
あ

っ
た
女
性

を
支
援
し
て
い
る
人
の
た
め
の

講
座

ハ
ー
ト
皿

10
時
30
分
、
溢
日

H
と
も

フ

ェ
ミ
ニ
ス
ト
セ
ラ
ピ

ィ

"
な

か
ま
'(
J
R

・
四
ヅ
谷
駅
)

山
口
愚
美
子

(
社
家
庭
問
題
情

報
セ

ノ
タ
ー
理
事
)
ほ
か

2

乃
円

⑳
名

申
込
み

所
足

用
紙
で
8
月
1
日
金
ま
で

入

金
で
完
r

問
合
せ

同
所
且

B

・
3
3
5
9

0
9
0
2

8
月
30
日
型

◆
高
齢
社
会
を
よ
く
ず
る
女

性
の
会

・
第
22
回
全
国
大
会

・

福
島12

時
、
31
日

日
9
時
顎
分

郡
山
市
ヒ

ッ
グ

ハ
レ
ノ
ト

調

基

講
演

「
簿
歳

の
チ

代
レ

ノ

ン
」
桶
悶目
由
mz
J
(
同
冠
μ代
騨
衣
)、

ン
ン
ポ

ソ
ウ
ム

「ヘ
ノ
、
問
い

開
ぐ
21
世
紀
高
齢
者
の
除

・
職

・
n

【充
ど
神
藤
典
,ゴ

(
ノ

ノ

フ

ィ
ク

ン
ヨ

ノ
伯
家
)
、中
村
秀

(
陵
労
働

省
老
人
保

健
局

長
)
ほ
か
、
分
科
会

1
7
0

0
円

主
催

充

向
委

問
合

せ

郡
山
事
務
局
容
&
隙
0
2

ユ

・
9
9
1

9
1
1
6

(-[

威
)
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１ 枚

福

祉

社

会
ｙ
景

気

よ

く

す

る

「
福
祉
倶
楽
部
」
1
0周
年
記
念
会

「
福

祉
倶

楽

部
」（
東

京
渋

谷

区
・
主

宰
目
福
井

典

子
）

の
１０

周
年
記
念
の
会

が
６

月
2
9日
、
豊
島
公
会

堂

で

開

催
さ
れ

た
。

福
祉

の

相
談

所
の

活
動

か
ら

始

ま

り
、

学
習
会
・
福
祉
塾
の
開
催
な
ど
地
域
の
福
祉
団

体

と
し
て

活
動
し
て
1
0
年
。
こ
の
日
、
豊
島
公
会
堂

を
い

っ
ぱ
い
に
埋

め
た
参
加
者
は
、
同
倶
楽
部
の
地
道

な
実

践
を
物
語
っ
て

い
た
。
メ
イ
ン

ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
『
日

本
の

福
祉
の
今
と
2
1世
紀
の
展
望
を
考
え
る
』
の
模
様

を
紹
介
す
る
。

争
、
有
事
法
制
・
＝
こ
ん
な
大

戦

争

国

家

の

対

極
　

事
な
と
き
に
マ
ス
コ
ミ
は
白

装
束
集
団
と
タ
マ
ち
ゃ
ん
で

福
井

さ
ん
の
司

会
で

、
こ
　

大
騒
ぎ
。
有
事
法
制
を
ま
と

の
壮
大

な
テ

ー
マ

を
語
っ
た
　

ち
に
反
対
す
る
社
説
さ
え
な

が
、
精
神

科
医

・
中
沢
正

夫
　

か
っ
た
。
な
ぜ
国
民
は

怒
ら

さ

ん

は

「
自

分

は

舂

以

来
　

な
い
の
か
？
≒

石
原
都
知
事

Ｘ
ｒ

状

態
」
と

ま
ず
参
加
　

へ
の
３
０
０
万

の
票
は
な
ん

者

を
笑
わ

す
。
「
イ
ラ

ク
戦
　

と
な
く
ど
こ
か
へ
す

が
り
た

リ ーブ ス
１枚( スパイス)

ツクペパーホウル

５粒( スパイス)

小ヽ さじ 循

大さじ１

鶏むね肉
ベイ匸
。

｡ 塩

/｣ヽ さヽ じ １

小 さヽ じ １

醤油
ナンプラ ー

がらス ープ

Ｂ

み りん ・酒　　 各 大さ じ１

７ 分 蒸 す ）

じ ん 切 り ）

９‐

阡

卜

叫

廡

夏

に
向
か
い
、
ヌ

ー
ド

ル

類
は
人
気
メ
ニ
ュ
ー
。

日

本
で

も
ひ

や
む
ぎ
、
そ

う

め
ん

は

喉

越
し

が
よ

く
、
夏
に

は
欠
か
せ

ま
せ

ん

。
で

も
、
「
つ

ゆ
」
に

い
と
い

う
現
れ
。
も
う
日
本

は
フ

ァ
シ
ズ
ム
に
な

っ
て
い

る
の
で

は
な
い

か
。
辺
見
庸

さ
ん

の

言

葉
を

借

り

れ

ば

甬

な
る
フ

ァ
シ
ズ
ム

气
知

ら

な
い

う
ち
に
フ

ァ
シ

ズ
ム

に
加

担
し
て
い

る
」
と
、
そ

ん
な
情
勢
が
自
分
を

ぷ
ｙ

に

さ
せ

た
と
い

う
。

神

戸
大
教
授
の
二
宮
厚
美

さ
ん
は

「
企

業
社
会
は
日
本

人
を

痛
め
つ

け
て

き
た

が
、

終
身
雇
用

、
年
功
序
列
で
企

業
に

頼
っ
て
い

れ
ば
生
き
て

い
け
た

。
そ

れ
が
、
9
0年
代

に
な

っ
て

崩
れ
、
競
争
万
能

の
新

自
由
主
義
に
な
っ
て

い

る

。
暴
力

容
認
の
典
型
的
人

物
が

綸

れ
そ
う
な
人
惣

に
な

っ
て
い

る
」
。
だ
が
二
宮

さ
ん

は

絶

望

し

な

い

と

い

う
。
「
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

を

見
な

さ
い
！
1
8
年
の

雌
伏
の

の
ち
優

勝
し
よ

う
と
し
て

い

る
」
。
今

に

も
『
六

甲

お

ろ

し
』
を

歌
い
た
し

そ
う
な
二

宮
さ
ん
の
阪

神
フ

ィ
ー
バ
ー

ぶ
り
に

満
場
大

笑
い

。

暉
峻

淑
子

さ
ん
（
埼
玉
大

学
名
誉

教
授
）

は
「
今
、
福

祉
と
い

う
と
肩

身
が
狭
い
よ

う
な
気

が
す
る
の
で

は
な
い

か
？
　

と
ん
で

も
な
い

。
福

祉
社
会

を
作
る
こ
と

が
景
気

を
よ
く

す
る
こ

と
だ
」
と
ズ

バ
リ
と
い
う

。
「
ム

ダ
の
ツ

具
を
工

夫
。
茄
子
が
美
味

し
い

時
期
な
の
で

、
中
国

料
理
の

「
涼
拌
茄
子
」
を

加
え
て
み

ま
し
た

。
淡
泊

な
鶏
肉
で

す
が
独
特
の
臭

い

が
あ
る
の
で

、
ベ
イ

リ

ー
ブ
ス
と

ブ
ラ

ッ
ク
ペ
パ

ー
ボ
ウ
ル

と
共
に

ゆ
で

、

エ
・
が

″
ず

‘
Ｊ
ダ

つ
け
て

食
べ
る
の
で

、
あ

き

が
く
る
こ

と
も
し

ば
し

ば
。
そ
こ
で

、
今
回
は
、

大 さ じ ２

大 さ じ ２

／｣ヽヽ さ じ 嗹

／｣ヽヽ さ じ １

小 さヽ じ 號

/｣ヽ さヽ じ １

/｣ヽ さヽ じ １

梶 丿本 分

１個(錦糸卵を作る)

５枚(千切り)
號個(0. 5ミ リ角切り)

４把

べ
醤
に
　
　
　
　
　
油
油
り
ぎ

け
ん
油
　
　

糖
一
ま
切
ね

子
か
に
醤
酢
塩
砂
ラ
ご
輪
髪

茄
Ｅ

』

白
卵
青シソ
トマト

素麺

臭
い

を
消
し
ま

す
。
鶏
肉

の
臭
み
は
取

れ
、
ゆ
で

汁

は
臭
み

が
残
ら

ず
、
そ
の

ま
ま
ス

ー
プ
に

使
用
で

き

ま

す
。
ベ
イ
リ

ー
ブ
ス

は

「
英
名
」
で
フ
ラ
ン
ス

語

で

「
ロ
ー
リ
エ
」
。日

本
で

は

「
月

桂
樹
の

葉
」
で

知

ら
れ
て
い
ま

す
。
若
葉
が

出
て
、
初
夏
に

花
が
咲
く

（
雌
株
の
み
）

頃
に

収
穫

し
た
若
葉

が
一
番

香
り

が

よ
く
喜

ば
れ
て
い

ま
す
。

ケ
で

国

の

財

政

が
悪

く

な

り

、
福
祉
は
医
療
か
ら
年
金

す
べ
て

悪
く
な
る
。
失
業
者

は
増
え
、
ま

と
も
な
職
が
な

く
フ

リ

ー

タ

ー
と

い

う
状

況
」
。
ご

か
し

合
理
化
で
人

員
を
カ
ッ
ト
し

た
と
こ
ろ
、

却
っ
て
万
引

き
が
増
え
、
結

局
潰

れ
た

店
が
あ
っ
た
。
成

果
主

義
、
足
の

引
っ
張
ひ

合

い
は

決
し
て

良
い
社
会
を
つ

く
ら

な
い
」
。
「
福
祉
を
守
る

こ
と
は

国
を
守
る
こ

と
。
英

雄
待

望
で

な
く
、
安
全
と
福

祉
の

社
会

を
。
市

場
の
自
由

競
争
で

解
決
す
る

と
い
う
の

は
暴

論
だ

。
た

だ
富
を
溜
め

込
む
社
会
は

ダ
メ

、
さ
さ
や

か
で

も
落
ち
つ
い
た

暮
ら
し

が
大
切
だ

。
た
え

ず
声
を
上

げ
、
福
祉
社

会
を
守
ろ

う
。

日
本
は
い
ま

弱
肉

強
食
社
会

に
な
り

、
学
校
も

競
争
競
争

だ
。
だ

が
、
結
局

社
会
を
安

定
さ
せ
る
の
は

、
人
間
の

連

帯
経
済
。
2
1世
紀
の

社
会
づ

く
り
は
福
祉

」と

強
調
し

た
。

会

場

か

ら

の

意

見

も

多

く
、
中
沢

さ
ん
は

「
危
機
打

開
の

一
番
の

パ
ワ

ー
は
老
人

が
持

っ
て
い

る
。
チ

ャ
ン

と

し

た

社

会

を

子

孫

に

渡

そ

う
」
。
暉
峻

さ
ん
は

「
国
が
ダ

メ
な
ら
市
民

が
し

っ
か
り
し

よ
う

。
地

方
自
治
体
は
か
な

り

動

か

せ

る
。
活

路

は

あ

る
」
。
二
宮

さ
ん
は

「
福
祉
国

家
こ
そ
戦
争

国
家
の

対
極
」

と
ま
と
め
た

。

「

す

え

つ

こ

お

お

か

み

」

ラ
リ
ー
・
デ
ー
ン
・

ブ
リ
マ
ー
文

ホ
セ

ー
ア
ル
エ
ゴ
と

マ
リ
ア
ン
ヌ
・

デ
ュ
ー
イ
絵

ま
さ
き
る
り
こ
・
訳

あ
す
な
ろ
書
房

本
体
１
３
０
０
円

幼
児
か
ら

ま

っ
す
ぐ
一
直
線
に
こ

ろ

が
る
の
は
ち

ょ
っ
と
無

理
。‘

走
れ

ば
よ
ろ
よ
ろ

す
る
し

、

高
く
と

び
あ
が
る
こ
と

も
で

き
ま
せ
ん

。

で

き
な
い
こ
と

が
た

く
さ

ん
あ
っ
て

落
ち
こ
む

末
っ
子

お
お
か
み
を
勇
気

づ
け
た
の

は
、
父
さ
ん
お
お
か
み
の

一

言
。
父
さ
ん
の
言
葉
に

は
「
今

は
で

き
な
く
た

っ
て

、
大

き

く
な
っ
た
ら
、
き

っ
と
で

き

る
よ
う
に
な
る
か
ら

、
今
は

そ
れ
で

い
い
ん

だ
よ
」

と
い

う
、
あ
た
た
か

く
、
や

さ
し

い
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
こ
め
ら
れ

て

い
ま
し
た

。

子
育
て

中
の

親
は
子

ど
も

の
は
や
く
、
確
実
な

成
長
ば

か

り

を

期

待
し

が
ち

で

す

が
、
何
よ
り
大
切
な
の
は

、

父

さ

ん

お

お

か
み

の

よ

う

に
、
子
ど
も
を
お
お
ら
か
に

見
守
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ

ま
せ

ん
。

小
さ
な
子
を
も
つ
お
父
さ

ん
に
、
と
く
に
お
す
す
め
の

絵
本
で

す
。

天 然 ガスが ひらく未 来

次の世代のこどもたちのために、

いま、わたしたちが出来ること…

東京ガスは考えています。

東京ガスは、化石燃料の中でＣ０２やＳＯＸ･ＮＯＸの発生量が最も少ない

クリーンなエネルギーである天然ガスを使用した、効率的なエネルギー

システムの普及･ 拡大に努めています。また、環境にやさしい暮らしや

エコライフの提唱など、環境コミュニケーション活動を推進しています。

・ｉ エネルギー･フロンティア
ＴＯ Ｋ ＹＯ Ｇ ∧Shttp://ｗｗｗ.tokyo-gas. ｃｏ.jp/

心

が
す
さ
ん
で

い
く
よ
う

な
事

件
が
続

い
て

い
ま
す
。

人

の

心

を

あ

た

た

か

く

育

む
、
児

童
書
出
版
社
お
す
す

め
の
こ

の
一
冊

。
大
人
と
子

ど
も
と

一
緒
に

読
み

た
い
こ

の
夏
イ
チ
オ

シ
の
本
を
紹
介

し
て

も
ら
い

ま
し

た
。

「

親

子

で

た

の

し

む

ス

ト

ロ

ー

エ

作

」

有
木
昭
久
・
作

新
開
考
・
写
真

福
音
館
書
店

定
価
１
５
７
５
円

５
歳
か
ら

お
も
ち
ゃ
と
い
え

ば
、
玩

具

店
で

売

ら

れ
て

い

る

も

の
、
し
か
も
高
価

な
も
の

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

が

あ

り

ま

す
。
で

も
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て

、
「
あ
あ
面

白
か

っ

た
」
と
い

う
体
験
は

、
棒
き

れ
一
本
、
お
手
玉
ひ
と
っ
て

遊
ん
だ
時
の
こ
と

な
の
か

も

し

れ
ま
せ
ん

。

本
書
は

、
ス
ト
ロ

ー
と

身

近
な
材
料

、
は
さ
み
や

ボ
ー

ル

ペ
ン
な
ど
の
簡

単
な
道
具

で

、
子

ど

も

が

自

分

で

作

り
、
し
か
も

、
そ
の
お
も

ち

や
で

た
っ
ぷ
り
遊

べ
る
工

作

絵
本
。

ひ
こ
う
き
、
と
ん

ぼ
、
浮

き
球
、
踊
る
人
形
、
お

ざ
る

の
体
操
な
ど
3
5種
類
も
の
お

も
ち
ゃ
の
作
り
方
と
遊

び
方

を
連
続
写
真
で

紹
介
。

夏
休
み

、
親
子
で

一
緒
に

お
も
ち
ゃ

を
作
っ
て

遊
ん
で

み

ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
い
つ

も
と
ち
が

う
夏
休
み
に
な
る

こ

と
で

し

ょ
う
。

「

が

ん

ば

れ

Ｉ
・

し

ろ

く

ま

’

ヒ

ー

ス

」

人
工
飼
育
で
そ
た
っ
た

ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
の

赤
ち
ゃ
ん

大
西
伝
一
郎
・
文

文
渓
堂

本
体
１
３
０
０
円
十
税

小
学
校
中
学
年
か
ら

母
ク
マ

が
子

育
て

を
放
棄

し
た
た

め
、
人
工
飼
育
さ
れ

る
こ
と
に

な
っ
た
し
ろ
く
ま

ヒ

ー
ス

。

し
か
し

、
ホ
ッ
キ
ョ
ク

グ

マ

の

人

工

飼

育

の

成
功

例

は

、
世

界
で

も
ほ
と
ん
ど
例

が
な
く
、
日
本
で

は

、
ひ
と

つ

も
な
い
。

飼
育
員
の
高
市
さ
ん
は

、

ま

る
で

母
親
の
よ
う
な

愛
情

で

も
っ
て

、
こ
の
、
全
て

が

新
し

く
困
難
な
道
を
歩
ん
で

い

く
。
そ
し
て

、
そ
れ
は
、
ホ

″

キ
ョ
ク
ク
マ
を
絶
滅
の
危
機

か
ら
遠
ざ
け
る
試
み
で

も
あ

っ
た
。

日

本
で

初
め
て

人
工
飼
育

に

成
功
し

た
し

ろ
く
ま
ピ
ー

ス

と
、
そ
の
命
を
守
り
育
て

た

人
々

を
描
い
た
ノ
ン
フ

。

ク
シ
ョ
ン

。

目
の

前
の
ふ
さ
な
命
を
守

る

う
と

す
る
、
限
り
な
い
優

し
い

心
と
、
更
に
一
歩
進
め

て

、
世
界
的
規
模
で

危
機
に

瀕
し
て
い

る
ホ

″
キ
ョ
ク
ク

マ

を
絶
滅
か
ら
救
お
う
と
す

る

強
い

使
命
感
が
、
感
動
を

よ

び
ま

す
。

「

セ

カ

ン

ド

サ

マ

ー

」

ア
ン
・

ブ
ラ
ッ
シ
ェ
ア

ー
ズ
作

大
鳥
双
恵
・
訳

理
論
社

本
体
１
４
８
０
円
十
税

カ
ル

メ
ン

、
レ

ー
ナ

、
ブ

リ
ジ
ッ
ト

、
テ

ィ
ビ
ー
の
４

人
は
、
生
ま
れ
た
頃
か

ら
の

月
桂
樹
の
葉
で
肉
の
臭
み
を
消
す

一
口
ぶ
羝
果
一

目

屈

辱
緊

¨

諳

淞

茄

経

¨̈

噐

回

。

晉

……
…
………｛
め

脳

【

作

り

方

】

①

錮
に

鶏

が

か

ぶ

る

く

ら

い

の

水
と

Ａ

の
ス

パ

イ

ス

を
入

れ

、

沸

騰
し

た

ら

鶏
肉

を

加

え

火

を

通

す

。

粗

熱

が

と

れ

た

ら
エ

セ

ン

チ

幅

に

裂

く

。

②
５

０

０

四
の

水

に

①

の

ゆ

で

汁

を

た
し

、

Ｂ

の

調

味

料

で

調

味

す

る

。

③
蒸

し

た

茄

子

の

粗

熱

が
と

れ

た
ら

、

皮
こ

と

工

セ

ン

チ

幅
に

裂

く

。

か

け

醤

油

を

合
わ

せ

、

茄

子

を

浸

す

。

鶏

肉

も

加

え

味

を

つ

け

る

。

④

素

麺
は

固

め
に

ゆ
で

て

器

に

盛

り

、

茄

子

と

鶏

、

鈿

糸

卵

を
の

せ

て

白

髪

ね

ぎ

、

青

ジ
ソ

添

え

、

ト

マ

ト

を

散
ら

し

回

り

か

ら

ス

ー

プ

を

注

ぐ

。

（
資

料

提

供

・
一
フ
イ

オ

ン

生

活

者

行

動

研

究

所

／

料

理

指

導

・

園

田

匕

口

子

）

仲
良
し
。
あ
る
日

、
古
着
屋

で
み
つ

け
た
１
本
の

ジ
ー
ン

ズ
は
、
体
型
も
性
格

も
ま

っ

た
く
違
う
４

人
全
員
に

ぴ
っ

た
り
。
彼
女
た
ち
は
別
々
に

過
こ

す
夏
休
み
に

、
こ
の

ジ

ー
ン

ズ
を
順
番
に
は
き
な

が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
し

た

。
あ
れ
か
ら
１

年

。
愛
と

友
情
が
た
く
さ
ん
つ
ま

っ
だ

ジ
ー
ン
ズ
に
再

び
夏

が
め
ぐ

っ
て

き
た
。
母
親
の

新
恋
人

出

現
に

勣

揺

す
る

カ
ル

メ

ン

、
去
年
の
恋
を
い
つ
ま
で

も
引

き
ず
る
レ

ー
ナ

、
母

親

の

自
死
の
な
ぞ
を
知
る
う
と

す
る
ブ
リ
ジ
ッ
ト

、
自
主

映

画

を
制
作
中
の
テ

ィ
ビ
ー

。

1
7歳
を
迎
え
る
彼
女
た
ち
そ

れ

ぞ

れ

の

夏

に
ハ

ト

ラ

ベ

リ

ン

グ
パ

ン

ツ
▽
は

ど

ん

な
奇
跡
を
起
こ
す
の
か
？

世
界
中
で

い
ま
い
ち

ば
ん

愛
さ
れ
て

い
る
青
春
小
説

。

待
望
の
第
２

作
登
場
。

「

ア

ン

ネ

・

フ

ラ

ン

ク

」

「
隠

れ
家
」

で
日

記
を

書

き
続
け

た

少
女

牛

ヤ
ロ
ル

ー
ア

ン

ー
リ

ー
著

橘
高
弓

枝

・
訳

偕
成

社

本
体
１

２
０
０

円

十

税

小

学

校
高

学
年

か
ら

デ

ン

ネ

の

日

記

」

を

書

言

政ｎｋｎ

い

た
ア

ン

ネ

ー
フ

ラ

ン

ク

が
、
1
5年
の
短
い
生
涯
を
と

じ

ま
る
ま
で

の
足
跡
を
た

ど

っ
た
感
動
の
伝
記
。

作
者
は
、
こ
の
本

を
書

く

に

あ
た
り
、
ア
ン
ネ
の
い
と

こ

の
バ
デ
ィ
ー
・
エ

リ
ー
ア

ス

を
は
じ
め
、
ア
ン

ネ
の
親

族
の

全
面

的
な

協

力

を

得

て

、
綿

密

な

取

材

を

重

ね

る
。
そ
し
て

、
未
公
開
だ
っ

た

多
く
の
資
料
を
、
独
占
的

に

使
用
す
る
こ

と
を
認
め
ら

れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
ヨ

ー

ロ
ッ
パ
各
地
の
強
制
収
容
所

か
ら
生
き
て

も
ど
っ
て

き
た

人
た
ち
の
証
言
を
集
め
、
殘

さ

れ
た

膨
大
な
記
録
や
文
献

に

も
目

を
通
し

た
。

あ
た

か
も
ア
ン

ネ
や
家
族

が
目
の

前
に
い

る
か
の
よ

う

に

、
そ
の

姿
が
生
き
生
き
と

描

き
出

さ

れ

て

い

る
。
ま

た

、
ア
ン

ネ
を
お
そ
ろ
し
い

運

命
に

追
い
こ

ん
だ
当
時
の

社

会

情

勢

や

収

容

所

の

実

態

、
ホ

ロ
コ

ー
ス

ト
な
ど
に

つ
い
て

も
克
明

に
描
か
れ
て

い
る

。
さ
ら
に
、
3
9点
の
写

真

、
地

図
、
年
譜
な
ど
も
収

録
さ
れ
、
広
く
目
配
り
さ
れ

た

伝
記

と
い
え

る
。

ア
ン

ネ
が
亡

く
な
っ
て

か

ら
6
0
年
近

く
に

な
る
が
、
戦

争
や
迫

害
、
差
別
は
今
も
続

い
て
い
る

。
平

和
へ
の

思
い

を
あ

ら

た

に

す

る

た

め

に

も

、
ぜ
ひ

読
ん
で

ほ
し

い
本

だ

。

「

そ

だ

て

て

あ

そ

ぼ

う

」

簪

‥
集
（
既
刊
5
5冊
）

農
山
漁
村
文
化
協
会

各
定
価
１
８
９
０

円

小
学
校
低
学
年
か
ら

い

ろ
ん
な
身
近
な
野
菜
や

果
物
、
家
畜
を
育
て
て

み
よ

う
。
そ
し
て

そ
れ
を
お
い
し

く

食

べ
ち
ゃ
お
う
と
い
う
絵

本

。既

刊

９

シ

リ

ー

ズ

に

加

え

、

新

た

に

第
1
0
集

（

ピ

ー

マ

ン

ー
ホ

ウ
レ

ン

ソ

ウ

ー
ア

ス

パ
ラ

ガ

ス

ー
ブ

タ

ー
チ

ュ

ー
リ

ッ

プ

）
、
第
い１１
集

（

ゴ

ー

ヤ

ー

・

オ

ク
ラ

ー
ア

ワ

ー
ヒ

エ

ー
キ

ビ

ー
リ

ン

ゴ

ー
ミ

カ

ン

）

が

加

わ

り

ま
し

た

。

失
敗
し

な
い

栽
培
法
・
家

畜
の
世

話
の
コ
ツ

か
ら
、
楽

し
い
食

べ
方
・

加
工
法
ま
で

親
し
み
や

す
い
イ
ラ
ス
ト

を

多

用

し
て

て

い

ね

い

に

解

説

。子
ど
も

が
苦
手

な
ピ
ー
マ

ン
も
、
自
分
で

育
て
た

ら
大

好
き
に
な
り
そ

う
。
ブ
タ
や

ヒ
ツ

ジ
や
ニ
ワ
ト

リ
も
、
か

わ
い
い

だ
け
じ

ゃ
な
く
、
い

か
に
わ
た
し
た

ち
の
食
生
活

に

欠
か
せ

な
い

も
の
か
を
、

楽
し
く
ま
じ
め
に

教
え
て

く

れ
ま
す

。
こ

れ
な
ら
わ
た
し

に
も
で

き
そ
う
か
な
、
と
思

え
る
絵

本
。

ぽ
が一才

瀏

製

垂

開

催

中

▼

宮

廷

衣

裳
－

近

代

の

装
束
と
洋
装

８

月
５
日

㈹
ま
で
　
1
0
時

～
1
6
時
3
0分
　

文
化
学
園
服

飾
博
物
館
（

新
蔵
駅
南
口
８

分
）
　

幕
末
か
ら
昭
和
戦
前

期
ま
で

の
宮
廷
服
約
6
0点
を

紹
介
　

一
般
５
０
０

円
、
大

高
生
３
０
０

円
、
小
中
生
２

０
０

円
　

間
合
ヰ

・
同
館

啻

0
3・
３
２
９
９

・
２
３
８

７

▼

夢
二
・
深
水
と
大
正
の

女
た

ち

８

月
1
0日

㈲
ま
で
　
1
0
時

～
1
8
時

千

葉

市

美

術

館

（
Ｊ
Ｒ

・
千

葉

駅

東

口
1
5

分
）
　

大
正

期
の
女
性
像
に

焦

点
を
絞
り

、
大
正
ロ
マ
ン

1926  ( 大正15 ）

を
代

表
す
る
竹
久
夢
二
、
伊

東
深

水
ら

の
作
品

を
約
１
０

０

点
展
観
　
一
般
２
０
０

円

大

高
生
１
５
０
円
　

問
合

サ

向

怒

－
０
４
３

・
２
２

工
・
２
３
工
工

７
　

月

▼

親
と
子
の

か
い
こ

の
自

然

科
学
教

室

2
0日
向
～
８

月
2
4日

㈲

シ
ル

ク
博

物
館
（

桜
木
町
駅

1
5分
）
　

か
い
こ

の
生
態
観

察
、
は
た

織
り

な
ど
の

体
験

学
習
、
展
示

、
講
演
会
、
映

画
　

一
般
５
０
０

円
　

主
催

・
問
合
せ
…
同

館

費
０
４
５

・
６

４
１

・
０
８
４
１

▼

リ
フ
レ

タ
ン
ユ
体
操
～

ト

ラ

イ

ヤ
ル

レ

ッ

ス

ン

2
9日

㈹
1
4
時
　

恵

示
Ｙ

Ｗ

Ｃ

Ａ

砂

土

原

セ

ン

タ

ー

（

市

ケ

谷

駅

５

分
）
　

講

師

…

東

京

子

（

元

東

京
Ｙ

Ｗ

Ｃ

Ａ

フ

ィ

ッ
ト

ネ
ス

ワ

オ

イ
ン

ス

ト

ラ

ク

タ

古
　

無

料
　

孚

９

月

か

ら

毎
月

第
２

、
４

火

曜

で

実

施

、
１

回
１

０

０

０

円

）
　
4
0

歳
以

上
　

問

合

せ

・
・
・
同

所

啻
0
3
・
３

２

６

８

・

４

４

５

１


